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已 集1欧 米における情難 業の実態調査

政 府機 関,情 報 サー ビス業 な ど21ヵ 所 を調査

一 「海 外情報 処理 の現状 と展望
」まとまる一

当財 団は,わ が国におけ る情 報処理 お よび情 報処理産 業の発展に資す るた め,と くに最近 に

お ける当該産 業の自由化 と関 連 して課題 とな ってい るデータベース ・サー ビス業 をテーマ とし

て欧米にそれぞれ調査 団を派遣 した。

米国班は昭和50年10月27日 か ら約2週 間にわた り10機 関を,欧 州班 は同年11月17日 か ら約2

週 間にわた り西 独お よび仏 国の11機 関 をそれぞれ訪問調査 した。

その結 果は このほ ど報告書 「第9次 海外情 報処理実態調査 団報告」として と りま とめたの で,

その概要 を紹 介す る。

1.米 国 にお け る現 状

(1)調 査先の概要

①InternationalDataCorporation(IDC社)

情 報 産 業 全 般 につ い て の 専 門 の 調査 会 社 で,こ の 方面

で 幅 広 い 活 動 を行 な って い る。

②HobbsAssociateslnc.

コ ン ピュー タ技 術 に 関 す る コ ンサ ル テ ー シ ョンお よ び

市場 調査 等 を 行 な って い る。

③McDonnellDouglasAutomationCompany(MCA

UTO社)

航空 機 の製 造 で有 名 な マ ク ドネ ル ・ダ グ ラス社 の 関 連

会 社 で,全 米 に わ た り,大 規模 な商 用 デ ー タベ ー ス ・

サ ー ビス を実 施 し て い る。

④XeroxComputerService

複 写 機 の製 造 で有 名 な ゼ ロ ッ クス社 の関 連 会 社 で,主

に 中 小企 業 を対 象 に し た小 規 模 の商 用 デ ー タベ ー ス ・

サ ー ビス を実 施 し てい る。

⑤IBMCorporateHeadquarters

企 業 内 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の 大 規 模 な 例 として 世

界 的 に有 名 とな ってい るCCDNを 開 発 し運 営 して い

る。

⑥CABOTCorporation

カ ー ボ ン原 材 料 の 製 造 販 売 会 社 で あ るが,販 売 管 理 を

中 心 に,小 規 模 な が ら企 業 内 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス

を成 功 させ て い る。

⑦AmoldBernhard&Co.,Inc.

長年 に わ た り,株 式情 報 を 初 め1600社 に及 ※米 国企 業

の財 務情 報 を 収 集 ・分 析 ・加 工 し,ユ ニ ー クな 方 法 で

提 供 し て い る。

⑧US.BureauoftheCensus

国勢 調 査 デ ー タ を初 め とす る各 種 の 公 共 デー タの コ ン

ピ ュー タ処 理 方 法 につ い て,ハ ー ドウ ェア とソ フ トウ

ェア の両 面 か ら独 自で研 究 開 発 を実 施 し てい る。

⑨DataUseandAccessLaboratories(DUALabs)

非 営 利 機 関 とし て,公 共 デ ー タの 利 用 者 の た め に,こ

れ の有 効 利 用 方 法 の 開 発 や 普 及 等 の 事 業 を実 施 して い

る。

、
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特集 ・欧米における情報産業の実態調査

●米国班調査団メンバー

団長 吉田 剛(当 財団専務理事)

団員 綾 日天彦(三 井造船㈱システム本部システム

企画部長)

〃 志方 巧(農 林省農林経済局統計情報部管理

課電子計算室)

〃 岩崎 有二(当 財団業務部業務課長)

(2)情 報処理サービス業

IDC社 の 調 査 に よ る と,全 米 の コ ン ピ ュ一-77・サ ー

ビス業1,585社 の 金 売 上 げ は,1974年 に は26.9億 ドル

(約8千 億 円)で あ り,今 後 の 成 長 率 は年 間 約20%と み

られ,1979年 に は66億 ドル(約2兆 円)の 市 場 を もつ に

い た る とみ られ て い る。 サ ー ビスの 態 様(後 述)に よ っ

て事 情 は 多少 異 な るが,そ れ ぞ れ の分 野 に お い て 上位 数

社 の 占め る比 率 が30%か ら50%に な ってお り,そ の 他 多

数 の 会 社 は きわ め て小 規 模 の もの で あ る とい うこ とが わ

か る。 しか もサ ー ビスの 種 類 に よ って は,そ の 将 来 性 に

大 きな 差 が あ る と と もに,伸 び率 の 高 い とみ られ る分 野

に あ って は,比 較 的 高度 の技 術 と大 きな設 備 投 資 が 要 求

され る た め,こ れ に 応 じ得 る企 業 は 比 較 的 限 定 され る こ

と とな り,今 後 と も上 位 企業 が引 続 き拡 大 し そ の シ ェア

が ま す ま す増 大 す る方 向 に あ る もの とみ られ て い る。

情 報 処 理 サ ー ビス の分 類 は 各 調 査会 社 ご とに 多 少 異 な

るが,IDC社 で は,全 体 の売 上 げを 二 つ の 角 度 か らみ

て い る。 一 つ は コ ン ピ ュー タ に ア ク セ スす る方 式 か らの

見 方 で これ をBatch,RemoteBatchお よ びInteractive

の三 つ に分 類 し て お り,ま た も う一 つ は使 用 内 容 と して

RawPower,TransactionProcessing,DataBaseInquiry

の 三 つ に分 類 して い る。 ア クセ スの 方 式 か らみ た 場 合,

1974年 の シ ェアはBatch58%,RemoteBatch11%,

Interactive31%と な ってお りBatchの 割 合 が ま だ大 き

い。 まt,使 用 内容 か らみ る と,RawPower25%,

TransactionPr㏄essing65%,DataBaseInquiry10%

とな って お り,TransactionPr㏄essingが 断然 大 きい 。

しか しな が ら,コ ン ピ ュー タ に よ る情 報 処 理 の あ り方

が 今 後 ま す ま す産 業 別 に専 門化 され か つ 高 度 化 され て ゆ

く こ と,高 性 能 の 小型 コ ン ピ ュー タの 普 及 に よ りコ ン ピ

ュー タの 自社 導入 の傾 向が 強 ま るナこめ コ ン ピ ュー タ ・サ

ー ビス業 各 社 は厳 しい 競 争 に さ らされ る こと な ど に よ

り,コ ン ヒ。ユー タ使 用 内容 や 使 用 方 法 に 変 化 が 生 じて き

て い る。 すな わ ち,Batchか らRemoteAccessService

へ の 移 行 が 明 らか に 看 取 され る。 この こ とはBatchの 分

野 に お け る伸 び率 が 減 少 し9%に 過 ぎな い こ と,と くに

Batchに よ るRawPowerの 利 用 は む しろ毎 年 減 少(9

%)し て い る こ とか ら明 らか で あ り,こ の よ うな サ ニ ビ

ス ・ビ ュー ロは い ず れ な くな って ゆ くで あ ろ う。

サ ー ビス の 態 様 は 必 ず し も厳 然 と区 分 され る もの で は

な く,そ れ ぞれ の 分 野 に 相 互 に参 入 す る ケー ス が 高 い た

め,そ の点 か らみ る とRemoteBatchとInteractiveの

RawPowerに よ るサ ー ビ スは 一 つ と して み て よ く,こ

の 分 野 にお け る成 長 率 は 今 後 年 率25%と み られ て い る。

ま た,TransactionProcessingの 分 野 は 最 も伸 び が著 し

く,RemoteBatchで 年 率49%,Interactiveで 年 率36%

に も及 ぶ とみ られ て い る。 さ らにDataBaseInquiryは

や や 低 いが それ で もInteractiveに よ る ものは33%の 伸

び 率 とみ られ て い る。

いず れ に し て も多 くの 会 社 が ネ ッ トワー ク を拡 張 す る

と と もに 時 間 帯 を有 効利 用 し,大 型 コ ン ピ ュー タ を フル

稼 働 し よ うと して い るが,こ れ らの 企業 は いず れ も将 来

伸 長 す る分 野 につ い て マ ー ケ ッ ト ・シ ェアの 拡 大 に 努力

し て い る。

HobbsAssociatesInc.の 社 長Hobbs氏 の サ ー ビ ス

態 様 な どに 関 す る分 類 は上 述 の もの とは 別 の もの を もっ

て い る。 しか しな が ら,小 規模 な ビジ ネ ス ・シ ス テ ムや

科 学 技 術 計 算 用 の ミニ コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの よ うな

小 型 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの 質 の 向 上 と価 格 の 低下 に

よ って,ユ ー ザ側 の 自社 導 入 の 気 運 が 高 ま って きて い る

た め,従 来 の ロー カル バ ッチ ・サ ー ビ スや 伝 統 的 なTSS

方 式 に よ るサ ー ビス を 専業 とす る企 業 は減 退 し,一 方

RemoteBatchServiceやlnteractiveサ ー ビスが 急速 に

一2一
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進 展 す る と と もに大 規模 な デ ー タ ベ ー ス に 多重 ア クセ ス

が で きる よ うな コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビスが 最 も伸 び る と

し て い る。 この こ とは見 方 の根 本 にお い て はIDC社 の

そ れ とほ ぼ 同様 で あ る とい え る。

紙 数 の関 係 上 こ こで は 詳細 に述 べ る こ とは で きな か っ

た が,以 上 の よ うな 米 国 の事 情 は,オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ

ス が ま だ 十分 発 達 し て い な い わが 国 に その ま ま あ て は ま

らな いか もしれ な い。 しか しな が ら,小 型 コ ン ピ ュー タ

● の自社導入な どの可能齢 高 くなるにつれ・米国・砒 較

し て そ の傾 向の 強 い わが 国 で は,オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス

業 者 は よ り一 層 納 得 の ゆ くサ ー ビス の提 供 を行 な わな く

て はな らな い で あ ろ う。

(3)デ ー タ提 供サ ー ビス

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス は 米 国 に お い て もか つ て考 え

られ た よ うな華 々 しい進 展 は 見 せ て い な い よ うで あ る。

ま た,そ の 事業 内容 に つ い て も リザ ベ ー シ ョン ・サ ー ビ

ス,ク レ ジ ッ ト信用 調査,株 価 情 報,国 勢 調 査 デ ー タ とい

うよ うな以 前 か ら実 施 され て い た もの が 多 く,そ の 意味

で は情 報 提 供 サ ー ビス業 と して 新 た に 目立 つ ほ どの分 野

は み られ な い とい って よい。 これ は,デ ー タ収 集 とそ の

メン テ ナ ンス に 要 す る 費 用,そ れ に見 合 うほ どの 収入 が

な か な か得 られ な い こ とな どが理 由 とし て あ げ られ る。

したが って,米 国 とい え ど もこの 種 の サ ー ビス は私 企業

とし て は容 易 に成 立 し得 ず,将 来 に わ た って も飛 躍 的 に

発 展 す る とは見 られ て い な い。

デ ー タ提 供 サ ー ビス業 とし て成 立 って い る典 型 的 な も

の とし てArnoldBernhard&Co.を 見 た が,同 社 は最

も需要 者 の 多 い,し か も情 報 ソー ス の つか みや す い株 価

情 報 を手 が け て す で に20年 以 上 に な って い る。 そ の 間,

少 数 精 鋭 の 経 営 分 析 者 に よ って,1,600社 に及 ぶ会 社 の

財 務 状 況 を検 討 分 析 し,そ の 結 果 を もっ て50,000人 の投

資 家 に対 す る適 切 な ア ドバ イ ザ ーの 役 割 を果 た し て い

る。 その 情 報 提 供 の 手 段 とし ては,主 と し てTheValue

LineInvestmentSurveyな る調 査 誌 の 発 行 に よ って 行

なって きたが,最 近企業経営に関する諸要素の分析手法

と基礎となるデータを磁気テープ等によって会社等に対

して提供するようになった。顧客は必要に応 じてこれを

入手し,必 要な手法 とデータを自ら駆使 してその結果を

獲得している。Arnold社 はそのためのコンピュータを

直接提供しないが,こ れを希望する利用者のために,い

くつかの専門のコンピュータ・サービス会社 と特約して,

ここを通じて提供する形をとっている。 このように,情

報の収集,分 析に主力を集中し,そ の結果のコンピュー

タによる利用については別途の方法をとるとい う分業的

な新しいサービス形式は,き わめて割切った考え方であ

り,無 駄な費用を削減し,し か も需要者のニーズにフィ

ットするとい う意味で も興味深い ものがある。

連邦政府国勢調査局は,国 勢調査を初め農業 セ ンサ

ス,人 口統計,貿 易統計,産 業統計,地 理等についてぼ

う大な統計調査を実施している。そして,こ れ らのデー

タベースとして20万 本の磁気テ・一跡プを保有してお り,毎

日の業務として約5,000本 の磁気テP-一プを出し入れして

いるとい うことで,そ の作成される統計あるいは図表等

の量は きわめて大 きい ものがある。

このように,米 国における公共統計資料の作成,発 行

は国勢調査局を初め各政府関係機関等においてきわめて

多岐多様にわたり,そ の量は印刷物あるいは磁気テープ

の双方あわせてぼう大なものであるδしかしなが ら,デー

タは きわめて多いが,そ れが十分有効に利用 される目的

意識が低いということや政府に積極的な利用促進の意欲

がないということがいわれている。公共資料提供は必ず

しも一般のニーズに合致したサービスとして行なわれて

いないという声が米国内に もある。多数のデータはこれ

をニーズに合わせてうまく処理すれば,き わめて有効で

あることはArnold社 の実績でもわかるとお りであ り,需

要分野に合致した形で整理提供することがのぞまれる。

また,利用者が個々に磁気テープ等を入手するとなれば,

その購入コス トも大変な ものとなる。そこで,こ のよう

な問題解決のtめ の組織として,Associat三〇nofPublic
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DataUsersが 最近設立 されナこ。まだ設立早々で具体的

な活動にはいた っていなかったが,そ のメンバーは全米

的な規模をもつ企業,諸 々の大学,市 町村のような地方

自治体,国 の調査機関等によって構成 され る。 この会員

組織において,公 共データの大量一括購入 とこれ らの複

製配布等により,会 員のための有効利用の促進をはかろ

うと考えている。ただ,現 在のところ,会 員内部の相互

のナこめの機能を考えているが,こ れが一般的ひろが りを

もつかどうかは不明である。

なお,こ の組織の設立に主導的役割を果た す と と も

に,有 力な会員で もある機関としてDUALAbsが あ

る。同社は以前国勢調査局において公共データの利用方

法を研究していたグループが設立した非営利機関で,比

較的小人数ではあるが,き わめて精練 されテこグループが

公共データの高度な分析手法,統 計の高度利用さらに政

府発行データの安価有効利用方法等について意欲的に開

発および成果の普及を行なっている。

米国においてすでにこの種の動 きが実現しつつあるこ

とか ら,わ が国の公共データの有効利用の課題をふまえ

て,今 後 とも十分に注目してゆくべ きであろ う。

(4)企 業 内 デー タベ ース ・サー ビス

今 回 の 調 査 先 に お け る,企 業 内 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ

スの 進 行 状 況 は 次 の とお りで あ った。

まずIBM社 は,低 コ ス ト,高 効 率 で実 現 し よ う とい

う強 い 目的 意 識 の もとに これ を実 施 して い る。 現 在 米 国

全 土 に約4,200台 の ター ミナル を シ ェア ー ド ・タ ー ミナ

ル ・ネ 、ソ トワー ク シ ス テ ムに したCCDNシ ス テ ムを 開

発 す る とと もに,社 内 の 一 般情 報 の オ ン ライ ン ・サ ー ビ

スや コ ン ピ ュー タ関 連 の 営 業 ・技 術 の オ ン ライ ン ・サ ー

ビス を実 施 中 で,巨 大 な 組 織 を支 え る神 経 系 統 と もい う

べ き役 割 を実 現 し つ つ あ る こ とが 認 め られ た。

CABOT社 は 多 品 種 に わ た る化 学原 料 の販 売 管理 と

りわ け オー ダ エ ン トリー 関 係 を 対 象 と して,全 米 か らの

テ レ ッ クス利 用 に 加 えて本 社 内で の 企 業 内 オ ン ライ ン ・

デ ー タ ベ ー ス・サ ー ビス を実 施 して い る。コ ン ピ ュー タは

中型 機 のIBM370/135,タ ー ミナル の 管 理 プ ログ ラ ム

とし てIBMのCICSを,ま た デ ー タベ ー ス管 理 シス

テ ム とし て は適 用 業 務 に合 致 し た使 い や す さ とい うこ と

か らTOTALを そ れ ぞ れ 組 合 せ 活用 し て実 用 化 し てい

る。 高 度 な 問 題 解決 を 必 要 とす る科 学 技 術 計算 の よ うな

もの は,そ の 都 度,社 外 の オ ン ライ ン ・サ ー ビス を使 用 中

で あ った 。 実 力 あ る中 堅 企 業 は,そ の 業 務 内 容 い か ん に

よ って 使 用 す る コ ン ピ ュー タの 規 模 や ソ フ トウ ェア の種

類 を適 宜 選定 し て い るが,当 社 もま さし くこれ を 実現 し

て お り,社 内 に お け るデ ー タ の一 元 化 を 図 って イ ンハ ウ

スの デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の 整備 を強 力 に進 めて い る

こ とが 感 じ られ た。

MCAUTO社 は 昭 和35年McDonnellDouglas社 の

コ ン ピ ュー タ部 門 が独 立 し て別 会 社 とな った もの で あ る

が,親 会 社 の デ ー タベ ー ス ・ネ ッ トワー クの 中 枢 神経 系

統 の役 割 を果 た して い る。 こ こで と くに注 目 し た い の

は,す ぐれ た デ ー タベ ース の形 成 に 当 って は,機 密 保 護

問 題 の 同 時解 決 が 最 も大 きな 課 題 で あ る と考 え て,1970

年 以 来 デ ー タベ ー スの ソ フ トウ ェア と八 口 ドハ ェア両面

の 技 術 調 査 を 行 な い,IBM社 の デ ー タ ベ ー ス管 理 シ ス

テ ムで あ るIMSDB/DCが 最 適 で あ る との結 論 を出

し てい る こ とで あ る。 以 後IMSを 自 ら着 々 と改 良 ・発

展 させ,そ の機 能 を高 め て,こ こに万 全 の機 密保 護 体制 を

確 立 し てい る。 同 社 は 大 型 に す れ ば す る程,処 理 コス ト

は 安 くな る とい う利 点 を 生 か しな が ら,商 業 ベ ー ス で の

IMSDB/DCサ ー ビ ス も成 功 させ てい る。 これ らの

こ とは,大 型 コ ン ピ ュー タの ユ ー テ ィ リテ ィの あ り方 に

つ い て 示 唆 す る と ころが きわ め て 多 い。

さ きに情 報 処理 サ ー ビス業 の と ころ で もふ れ たが,一

般 に デ ー タベ ー ス・サ ー ビ ス ・シス テ ムは 発 展,拡 大 して

い るが,と くに 企 業 内の それ は コ ン ピ ュー タ利 用 技 術 の

発 展 に と もな って 急速 に進 展 し て ゆ くもの と予 想 され る。
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(5)コ ンピュータ利用技術の変化
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今回の調査で明 らかにな った利用技術の主要な変化は

次の四つであった。

● 大 型 コ ン ピ ュー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィの 出 現

国勢 調 査局 お よびMCAUTO社 等 の 大 型 のn－ ザ ー

は 大型 コ ン ピ ュー タの 結 合 に よ る処 理 効 率 の 向 上 に真 剣

に と りくん で い る。 コ ン ピ ュー タ の結 合 に よ る信 頼 性 の

向 上,プ ラグ ・コ ン パ テ ィブル の 使 用 に よ る使 用 コ ス ト

の 低 減,オ ペ レ ー シ 。ンの 無 人 化等 コ ン ピュー タ ・プ ラ

ン トの 大 型 化 に よ る,コ ン ピュー タ処 理 コス トの低 減 が

進 展 して い た。

オ ペ レー シ 。ンの 自動化 に つ い て は,国 勢 調 査 局 で は

磁 気 テ ー プ の 自動 ハ ン ドリン グ ・シ ス テ ム を開 発 し つつ

あ り,MCAUTO社 で はIBM社 のMSSを 使 用 して

1976年 度 に 自動化 す る との 計 画 を進 め て い た 。 ま た,

MCAUTO社 で は,コ ン ピ ュー タの処 理 コス トの 低 減

に つ い て,適 応 能 力 を もつ 異 種 メー カー の 周 辺 装 置,端

末 機 器 の 使 用 を実 用 化 して お り,こ の た め 自社 内 に 故 障

検 査 用 設 備 お よ び メ イ ン テ ナ ンス の能 力 を持 って い る こ

とが 注 目 され た。

② デ ィス トリ ビ ューテ ッ ド ・コ ン ピ ュー テ ィング の

進 展

コ ン ピ ュー タ処 理 コ ス トを低 減 す る た め,目 的 に 応 じ

て最 適 の機 械 を使 い わ け る とい うコ ン セ プ トは 大 型 コ ン

ピ ュー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィの も う一 つ の 柱 と な って い

る。

MCAUTOで は,以 前 か ら1/O専 用機 とし てIBM

360/30を 使 用 して い た し,最 近 で は 新 しい プ ログ ラム ・

プ ロ ダ ク トにIBM370/145をVMで 使 用 中 で,さ らに

医療 情 報 サ ー ビス で はPDP11/35を デ ー タ収 集 とメ ッ

セ ー ジ ●ス イ ッチ ン グ に使 いIBM370/158と 連 結 し た

デ イ ス トリビ ュー テ ッ ド ・コ ン ピ ュー テ ィン グを 実 施 中

で あ る。

Xerox社 にお い ては,大 型 コ ン ピ ュー タのSIGMA-7
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&9を 中心 とし1/Oお よび ライ ン ・コ ンセ ン トレ 一 夕

とし てSIGMA-3を 使 用 して お り,目 的 に応 じて大 小 の

コ ン ピ ュー タ を使 い わ け て い た。

国勢 調 査 局 では,デ ー タ・ベ ー ス処 理 をUNIVAC1100

シ リーズ か ら切 り離 して ミニ コ ン(SEL32)4台 を使

用 した デ ー タベ ー ス ・プ ロセ ッサ ー を 開 発 申 で あ る。

IBM社 もSYSTEM32,5100を 発 表 し て この 分 野

の マ ー ケ ッ トを獲 得 す る戦 略 を 明確 に し て きてい る。

③ ラ イ ン ・コ ン セ ン トレー タ ーの 使 用 によ る通 信 コス

トの 低 減

オ ン ・ライ ン ・サ ー ビス の 普 及 に つ れ て 通 信 コス トは

急 増 して きて い る。 この 解 決 策 と して考 え られ た の が ラ

イ ン ・コ ンセ ン トレー ター の使 用 に よる通 信 コ ス トの低

減 で あ る。

IBM社 で はCCDNの 実 施 に よ って回 線 コ ス トを1/3

に節 減 し,現 在 第2期 の 開発 を行 な って適 用 分 野 の 拡 大

を はか って い た し,MCAUTO,Xerox両 社 で も主 要 都

市 に ライ ン ・コ ン セ ン トレ ー タ ー を設 置 し現 実 に ロー コ

ス トで の リモ ー ト ・コ ン ピ ュー テ ィング サ ー ビ スを 実 用

化 して い た 。

MCAUTO社 では,異 種 コ ン ピュー タ ・ター ミナル を

接 続 したMCAUTONETを53年 ま で に 完成 させ る とい

う こ とで,開 発 をUNIVAC社 へ 発 注 申 との こ とで あ っ

た。

さらにIBM社 では,オ ン ・ライン規模の拡大,複 数

アプリケーションの混在,端 末装置の多様化,コ ス ト低

減等をね らって,IBM社 の目指す 今後の方向として

SNAを 発表するとともに通信方式の標準化を積極的に

推進する姿勢を明らかにしてきている。

● ソ フ トウ ェア体 系の 変更

集積 回 路 の高 密度 ・低 価 格 化,マ イ ク ロ ・プ ログ ラ ム

の普 及 等 に よ って,ベ ー シ ック ・ソ フ トウ ェアの 体 系 は

根 本 的 に変 更 され る ことが 予 想 され る。
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今 後 ソ フ トウ ェア の フ ァ ー ム ・ウ ェア化,コ ン ピ ュー

タ処 理 パ ター ンの 高度 化 に と もな って,必 要 とされ る技

術 者 の質 も大 幅 な 変 化 が 要 求 され る よ うに な る。 ま た,

これ らに関 連 して プ ログ ラ ミング の方 法 の面 で も変 革 が

現 わ れ つ つ あ る。 た とえば,IBMSYSTEM32で は,

標 準化 方 式 の採 用 に よ る プ ログ ラマ ー レ ス を採 用 して い

る し,MCAUTO社 が ス トラ クチ ャー ド・プ ログ ラム方

式 の 採 用 に よ って プ ログ ラ ム生 産 性 の 倍 増 に と りくん で

い る こ とが 明 らか とな った。 さ らに,IBM社 で も社 内

の オ ン ライ ン ・シ ス テ ム 開 発 で は開 発 工 数 が 急増 した こ

とか らプ ログ ラ ム ・プ ロ ダ ク トの使 用 が 義務 づ け られ て

きナここ と,こ れ に よ って 開 発 コス トが 協 程度 に低 減 で き

る見 通 しで あ る ことが 説 明 され た 。

2.欧 州 の 現 状

今回の調査テーマは 「オンラインデータベースの利用

状況」を主体としているので,そ の性格上調査対象 も,オ

ンラインデータベースの代表的な 「大手ユーザ」とした。

まナこ業務分野としては,公 益事業および行政関係機関の

ほか,特 に流通業を選定 し,在 日西 ドイツ大使館,同 フ

ランス大使館を通じて連絡 検討の上具体的な訪問機関

および調査システムを決定することとし7こ。

●欧州班調査団メンバー

団長 裾 沢 政 司(当 財団常務理事)

団員 海老沢 成享(鹿 島建設㈱計算センター開発課

長)

〃 加 藤 直(法 務省大臣官房電子計算機室課

長補佐)

〃 宇 野 彰 記(当 財団開発部総括課長兼システ

ム第一課長)

訪問機関に関しては当初,コ マーシャルベースの情報

サービス企業については,前 後二週間 とい う調査期間の

関係 もあり,こ れを除外して考えていテこが,日 程上の便

宜か らフランス原子力研究所内のCISIを 加えること

とし,最 終的には次の11機 関となった。

流 通 業(3)一

一カタ・グ⇒=㌶ 含灘

(仏)
一ス"-Ae－ ス トアーFNAC社(仏)

公益事業(3)一

行政機関(4)一

一 雪

国

年

警

交

一

ー

一

一

チ[1瓢 社(独)

鉄－SNCF(仏)

金－ARRCO(仏)

察－BKA(独)

通－AACHEN市(独)

一 医 学文 献 －DIMDI(独)

情 報 サ ・・一ービス 業(1)CISI(仏)

また,こ れ ら諸機関の調査対象システムを,ア プリケ

ーシ.ン の面か ら全体 として一括するとオンライン情報

検索システムということができるが,別 の角度か ら,こ

れ らのシステムが直接に狙いとし・ている機能を中心にみ

れば,多 少大胆に分類して次の4グ ループにわけられよ

う。

データバンク機能

{1)年 金管理システム(ARRCO)

{2)医 学文献情報管理システム(DIMDI)

{3}座 席予約システム(SNCF)

ネットワーク機能

{1}TSSシ ステム(CISI)

{2}犯 罪情報検索システム(BKA(西 ドイツ連邦犯

罪局))

制御機能

交通信号制御システム(AACHEN市)

一6一
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管理機能

(1)在 庫管理 システム(FNAC社)

(2)販 売管理システム(OTTO社,REDOUTE社)

(3)顧 客情報管理 システム(BEWAG社,EDF)

一般的にいわれているように
,最 適 システムの 構 築

は,対 象業務の内容等の内部条件 とともにこれをとりま

く諸制度を初め人間サイ ドの要求,条 件等広義の外部環

境 との適合性が確保 されることによって初めて可能 とな

る。われわれは調査に当ってはこのような観点をふまえ

なが ら,各 システムの開発状況,特 色,問 題点とメリッ

ト並びに将来構想等を目安に可能な限 り掘下げてその実

態把握に努めることとした。

(1)業 務分野の特殊性

各システムの技術水準や適合性をわが国の場合 と同 じ

平面で,一 律に比較してみることは きわめて困難な場合

が多い。第一にわが国にほとんど事例のない業務分野を

対象とするシステムがあること,第 二に,類 似業務であ

っても制度的背景を著しく異にする場合があるか らであ

る。今回の調査では,前 者の事例は,カ タログ販売であ

り,年 金,電 力は後者に当る。

カタログ販売

ハンブルグに本社をお くOTTO社 は,西 ドイツで第

2位(欧 州第3位,世 界第5位)(売 上高15億 マルク,

発行カタログ1,300万 部,い ずれも1974年)の 規模を も

つ代表的な通信販売業者であり,総 合的なEDPシ ステ

ムを1968年 に計画,73年 安定稼働に入っている。営業の

特色は,手 数料(5%)ベ ースの仲介人制度の活用 と,

複数現品配送による選択制(返 品率10%,ピ ーク20%)

および延払制の大幅活用であろ う。また,専 用配送ネッ

トワークによる早期配達(受 注後5日 以内)や ,品 切防

止のため在庫管理の徹底,ま た問合せの即時処理および

苦情処理のために約200種 の通信文をコンピュータにイ

ンプットするなど,き め細かなサービスに意を用いてお
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り,充 実 した 商 品分 析研 究所 の運 営 と と もに注 目 され る

と ころ で あ る。

現 在 の シ ス テ ム は おお むね10年 先 を見 込 んで の設 計 で

あ り,既 に1980年 以 後 に 対 応 す る新 た な シ ステ ムの検 討

が3名 のSEチ ー ムに よ って 着 手 され て お り,そ の 際必

要 が あれ ば 現 シ ス テ ムを 白 紙 に 戻 して基 本 か ら構 想 し直

す こ と と して い る。 ま た,シ ス テ ムダ ウン(電 源関 係 に

よ る もの2%)対 策 に細 心 の 配慮 を払 って い る ほか,安

全,機 密保 護 に つ い て は,バ 、ソクア 、ソプ マ シ ンの 別 室 設

置 を初 め入 室 管理 に三 段 階 の チ ェ 、ソク方 式 を とるな ど,

そ の慎 重 さ と一 貫 し た計 画 性 は学 ぶべ き点 の 一 つ で あろ

う。

カ タ ログ販 売(食 料 品 を除 く)の 小 売業 に 占め る シ ェ

アは,英 国6.9%,ド イ ツ4.5%,米 国3%に 対 し,フ ラ

ン スは2.36%と され るが,同 国第 一 位 のREDOUTE社

で は,手 書 きの 注 文 伝 票 のOCR読 取 を3年 前 か ら研 究

(可 読 率,文 字 ベ ー ス90～95%,注 文 伝 票 ベ ー ス25%に

達 して い る)し,ま た,電 話 注文 に対 す る オ ー デ ィオ レ

ス ポ ンス シス テ ムを近 く採用 す る こ とにな って い る とい

う。 両 社 に共 通 してEDPト ー タル シ ス テ ムは,経 営 の

根 幹 と して定 着 し,そ の 活 用 は 企 業 の 盛 衰,死 活 の 鍵 と

な って い る よ うに み うけ られ た。

顧客情報管理

独,仏 両国においては,電 力料金制度の特殊性(消 費

実績に基づ く予定納付と分割精算払)と 消費者サービス

への要請に対応するためBEWAG社 は即時案内システ

ム,EDF社 は顧客情報システムを開発した。前者の場

合,フ ァイル呼出1日5,000件(問 合電話1,500回)に 達

してお り,シ ステム開発の目的は,窓 口業務の迅速化 と

要員の削減にある。なおEDF社 では検針員による手書

の検針票をOCRで 読取ってお り,2日 間の検針員訓練

により誤読は皆無に近いとい う。

、
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特集 ・欧米における情報産業の実態調査

退 職 者 年金

フ ラ ン スで は,基 本年 金 制 度 の ほ か,こ れ を 補 完 す る

目的 で管 理 者 層(カ ー ドル)を 対 象 とす るAGIRC,

一 般 職 員層(サ ラ リエ)を 対 象 とす るUNIRSと 呼 ば

れ る二大 基 金 群 を背 景 に政 府,企 業 お よび 労 働 組 合 に よ

る二 つ の 基 本 年 金 補 完 制 度 が あ り,掛 金 率 を任 意(上,

下 限 を設 定)と す る強 制 加 入 制 度 で あ るが,企 業 の 合

併,異 動 等 に よ って(UNIRS内 に40種),一 企 業 内 に

20種 の基 金 を,ま た一 人 で数 種 の 基 金 に 関係 を もつ もの

もあ る等,き わ め て 複 雑 な シ ス テ ム で あ る。 一 年 前 に

EDPシ ス テ ムが 稼 働 しナこUNIRS(ARRCO)に お い て

は,こ れ に よ り手 続 期 間 を1/4に 短 縮 した。170万 企 業

の うち,58～65才(定 年 近 い年 令 層)120万 人 の フ ァイ

ル を完 成(1人750字,9億 字)し て い る(同 名,類 似

名 の判 別 に,確 率 ロジ ッ クを 用 い て い る)が,各 種 基 金

間 の財 政 的 調 整 も この シ ス テ ムの 一 つ の 大 きな 任 務 とさ

れ て い る。

(2)シ ステム開発 の態度

シ ス テ ムの設 計 ソフ トウ ェア の 作成 は,大 部 分 の機 関

が 内 部 で 行 な って い る。 わ が 国 に お い て も,こ の 種 の 比

較 的 大 形 と され る プ ロジ ェ ク トに あ って は,こ うし た傾

向 が 見 られ るが,や は り一 つ の 特 色 と され よ う。 例外 的

に,た とえ ば,フ ラ ン ス国 鉄(SNCF)の 座 席 予 約 シ

ス テ ムで は,プ ログ ラ ムの90%を,CAP,SESA等

の ソ フ トウエ ア企 業 に 外 注 して い るが,こ の場 合 で も,

詳 細 な ス ペ 、ソクま で を 自社 内 で 作成 し,厳 重 な検 収仕 様

を設 定 し てい る ほか,メ ン テ ナ ンス も自 ら 実 施 し て い

る。 ま7t,西 ドイ ツ連 邦 犯 罪 局 のINPOL(警 察 情 報

シ ス テ ム)は,各 州,各 警 察 オ リエ ン テ ッ ドな 基 本 構 想

か ら出 発 して い る こ と等 に よ り,IBM,シ ー メン ス両

機 種 の 結 合 体 として ネ ッ トワー クを 構 成 して い るナこめ,

基 本 部 分 の標 準 化 に は両 社 の 協 調,協 力 を もとめ た が,

ソ フ トウ ェア 自体 は(犯 罪 情 報 を扱 う とい う こ とか ら,

機 密 保 持 の 要 請 もあろ うが)全 面 的 に 内部 で作 成 し てい

る。

こ うし た傾 向 の 背 景 として,

① 職 場 移 動 の 融 通 性 に富 む 国情 が あ げ られ よ う。

SNCFに お い て も,開 発 の段 階 を追 って,計 画 的 に

外 部 か ら,必 要 な 技術 ス タ 、ソフ を新 規 に採 用 して い る。

② 信 頼 し うる ソ フ トウ ェア ハ ウ スが ま だ必 ず し も多 く

育 って い な い(特 に,ド イ ツ)。

③ ほ とん どが ア セ ンブ ラ主 体,す な わ ちマ シ ンオ リエ

ン テ ッ ドの シ ス テ ム で あ る こ と。

④ 一 部 の 企業(フ ラ ンス)で は,「計 画 どお りの,い わ

ば 納 得 の ゆ くよい もの をつ くるに は,内 部作 成 に よ る

しか な い 。」と して お り,事 実,シ ス テ ムの で きい か んが

企業 の 浮沈 に もか か わ りかね ない とす るREDOUTE

社 な ど で は,す で に述 べ ナこよ うに,必 要 とあ れ ば ハ ー

ドウ ェア(OCR)に つ い て さえ,内 部 作 成 の努 力 を

惜 しま な い 。

この よ うな ユ ー ザ ーの 姿 勢 と,そ れ に よ って つ ちか わ

れ る技 術力 な い し消 化 力 は,や が て ア メ リカに 発達 し つ

つ あ る よ うな 中 古 マシ ン市 場 の形 成 を可 能 とす るで あろ

うし,反 面,マ シ ン メー カの み な らず,ソ フ トウ ェアハ

ウ スの あ り方 に対 し て も,よ い 刺 激 剤 とな るの で は な か

ろ うか 。

もち ろ ん,こ うしナこ開 発,運 営 態 度 の あ り方 は経 営 担

当者 の評 価 や 方 針 と深 くか か わ りが あ る。 シス テ ムの運

営 コス トを み る と,EDFに お い て売 上 高 に 対 し2%,

REDOUTE社 は1.5%で あ り,年 間 売 上高6,000万 フ ラ

ンの 中 堅 ス ーパ ー ス トアFNAC社 に お い て さえ,1.2%

とい う よ うに,流 通,サ ー ビ ス業 にお い て この 程 度 の 思

い 切 った 投 資 を 行 な って い る と ころか ら容 易 に理 解 で き

よ う。

(3)施 設関係

CPUに つ い て は,独,仏 両 国 と も,IBM,UNIVAC

が 多 く,つ い で,SIEMENS,CIIの マ シ ン とい うと こ

ろ が主 流 を し め,大 形 機 にお い ては,そ の 成 熟 度 か ら,
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●

お お む ね 予 想 され た 傾 向 を 示 して い た が,一 方,端 末 機

に 関 して は,広 く内 外 に わ た り,大 小 専 門 メー カの 各種

製 品 が 幅 広 く採 用 され て い ナこ。 注 目 され るの は,キ ャ ラ

クタ デ ィス プ レー(現 地 で は ス ク リー ン と呼称)の 多用

で あ り,オ ペ レ ー シ ョンに ま った くよ く溶 け こん で い る

感 が あ る。 タ イ プ の 習 慣,横 文字 使 用 の利 点 な ど,そ の

機 能 性 の点 か ら,今 後 日本 に おい て もます ます 普 及 す る

分 野 で あ ろ う。

端 末 機 の使 用 台 数 で は,多 い もの で927台(SNCF),

600台(INPOL),小 は50台 で あ った が,平 均300台

を使 用 し て い る。 し たが っ てCPUを ふ くめて の メ ン テ

ナ ン ス コ ス トは ぼ う大 とな り,月 間13～15万DMに 及 ぶ

と ころ もあ って(OTTO社),運 営 上 の 問題 点 の 一 つ

とな ってい る。 ま た,端 末 機 増 加 は,故 障 の 多 発 に つ な

が るの で,業 務 の 拡大 に対 応 す るに は,人 員 増 を 避 けて シ

フ ト勤 務 の 多段 階化 を工 夫 す るな ど,対 応 策 に 苦 心 して

い る。 ア メ リカ に お い て も,SORBUS社 そ の 他,メ ン

テ ナ ン ス専 門会 社 の 発 生 を みつ つ あ るが,メ ー カ系 列 の

問題 や 広 域 ネ ッ トの 必 要 性 な ど,将 来 に多 くの 課 題 を抱

え る一 つ の 大 きな 分 野 で あろ う。

通 信 回 線 に 関 して,ド イ ツで は,4,800ボ ー の 音声 回

線 に つ い ては,問 題 が な い よ うで あ るが,9,600ボ ーー一(特

別 回 線)に つ い て は,一 部 に 強 い 不 満 が きか れ た。 フ ラ
ノ

ン スPTTは,現 在 のCADUCEE(自 動交 換,時 間 料

金 制)プ ラ ンの もとで の 約25,000台 の端 末 を,48,000ボ

ーのTRANSPAC(TSS,パ ケ ッ ト交 換,デ ー タ量 料 金

制)完 成 に よ り,1980年 ま で に10万 台 に増 加 を 予定 し て

い るが,現 在 の と ころ,品 質 上 の クレ ー ムは と くに 聞 か

れ な か った。

各 シス テ ム と も,5年 前 後 の 開発 を終 り,稼 働 後1～

2年 の 若 々 しい シス テ ムが 多 く,い わ ば,フ ィジ ビ リテ

ィテ ス トを 一 歩 出 た段 階 で あ り,今 後 の 拡張,改 善 に備

えて,ス タ ッフは い ず れ も意欲 に満 ち,若 々 し さに あ ふ

れ て い る とい うの が,総 じて の 印 象 で あ るが,共 通 し て

注 目 され る こ とは,発 想,設 計,実 施 の各 段 階 別 に 緻

密,具 体 的 に計 画 を練 りあ げ,一 歩 一 歩 着 実 に構 築,運

用 を行 な って い る点 で あ る。

1

、
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消費者動向の的確な反映を目指す

繊維産業 の システ ム化 ・情報 化 に関す る調査研究

当財 団では,昨 年度 よ り情 報流 通 システム化に関す る調査研究の一環 として縫製業 を中心 と

しナこ繊維産業の シス テム化,情 報化 に関す る調査 を実施 してい る。本調査 を進 め るにあた り,

「繊維産業 システム化調査委 員会」 を設置 して基本的な考 え方,実 施方法等 を検討 の うえ社団

法 人 日本衣料縫製品協会へ現 状分析 の詳細調査 を委託 した。

本年度は単品管理 シス テム,ア ンテナシ ョップ情報管理 シス テム,フ ァッシ ョン予測 システ

ムに関す る基本設計 を中心 に調査研究 を行な った。

ここでは,そ の成果の一部 をと りまとめ紹介す る。 φ

1.は じ め に

わが国における繊維産業の緊要な課題は,発 展途上国

の繊維産業の急速な成長による国外市場での競合および

先進国をも含めた輸入製品の流入増加などにみられる国

外か らの産業活動に対する様々な影響や,国 民生活水準

の向上に伴 う繊維製品消費の多様化,高 級化など個別的

な消費ニーズの急激な増加による生産の小ロット化,商

品のライフサイクルの短縮化などにみ られる国内におけ

る消費市場の多様化,個 性化か らの産業活動に対する様

々な影響等にどのようにして対処してゆ くかということ

である。

このようなわが国における繊維産業の緊要な課題に対

処するための重要な方策のひとつとして,政 府は,繊 維

工業の新構造改善対策を策定し,昭 和49年5月 成 立 の

「特定繊維工業構造改善臨時措置法の一部を改正する法

律」によって具体的な諸施策を展開してきている。

この構造改善対策の最も大きな特徴は,こ れからの繊

維産業を知識集約型産業へ移行させ国民のニーズに対応

した付加価値の高い産業にするところにある。

本調査研究は,こ のような政府施策の狙いを背景 とし

て,そ の実現を早急に円滑に達成させるための有効な方

策を策定することを前提 として昭和48年 度か ら実施され

て きている。 ζのような前提を踏まえ,本 調査研究の目

標は,消 費者ニーズを迅速,的 確に把握し,そ れに適合

した繊維製品の生産流通体制を確立する方策を策定する

ことにある。 このため,最 も重要な方策のひとつとなる

のが,多 様な消費者ニーズの動向(フ ァッシ。ン性向)

を正確にとらえるための情報(フ ァッシ 。ン情報を中心

としナこ情報)を 収集し加工し評価することによって,商

品企画,生 産,流 通,販 売等の諸活動に消費者ニーズを

迅速,的 確に反映させるシステムの確立を図ることであ

り,こ のことによって繊維産業を消費者ニーズに対応し

た付加価値の高い産業いわゆる,フ ァッション産業化

(システム産業化,情 報産業化)へ と促進することであ

る。

このような認識のもとに昭和48年 度では,衣 料縫製業

を中心 とした繊維業界の実態を正確に把握 し,そ の望ま

しいシステム化,情 報化の方向づけを行なった。

本年度は,こ れらの調査研究の成果を基に,業 界のシ

ステム化,情 報化の動向を踏まえて,今 後の シ ス テ ム

化,情 報化の中核的なシステムとなるファッション情報

の流通円滑化,効 用化を図るシステム,い わゆる,フ ァ

ッシ.ン 情報 システムの形成についての調査研究を行な

うこととした。

ファッシ ョン情報システムは構成する各サブシステム

の基本設計の作成に当って,次 のような調査研究フェー

ズで行なっナこ。
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(1)単 品管理システム

① 繊維産業におけるシステム化 ・情報化の動向調査

② 専用機器の仕様分析

③ 単品管理システム用のデータ・ベース仕様分析

④ 単品管理システム諸機能の分析

⑤ 単品管理システムの基本設計

(2)ア ン テ ナ シ ョップ情 報 管 理 シ ス テ ム

① フ ァ ッシ 。ン ・ビジ ネ ス に お け るマ ー ケ テ ィン グ

戦 略 の現 状 調査

② ア ン チ ナ シ 。ップ の現 状 と動 向調 査

③ 消 費 プ ロフ ィー ル把 握 の た め の調 査 実 施

④ ア ン チ ナ シ ・ ップ情 報 管 理 の 機 能 分 析

⑤ ア ン チ ナ シ ・ ップ情 報 管 理 の 基 本 設 計

(3)フ ァ ッシ ョン予 測 シ ステ ム

① フ ァ ッシ 。ン予 測 理 論 の 見 直 し

② フ ァ ッシ 。ン予 測 理 論 の コ ン ピ ュー タ処 理 化 の 検

討

③ フ ァ ッシ 。ン予 測 シ ス テ ム の基 本 設 計

2.フ ァッシ ョン情報 システ ム

繊 維 製 品 の生 産 流 通体 制 に お け る最 大 の 課 題 の ひ とつ

が 消 費者 ニ ー ズ に適 合 し ナこ体 制 の確 立 で あ ろ う。 その た

め に は,消 費者 ニ ー ズ と製 品 イ メ ー ジ を結 びつ け る フ ァ

ッシ 。ン情 報 シ ス テ ムが 非 常 に有 効 で あ るが,こ の シ ス

テ ムは,消 費者 市 場 へ の戦 略 い わ ゆ る マ ー ケ テ ィン グ戦

略 に お い て も有 効 性 を も って い る。 しか し,そ の た めに

は これ ま で の シ ス テ ム ・コン セ プ トを拡 張 しな けれ ばな

らな い。

す な わ ち,一 般 の消 費財 とは 異 な り,繊 維 製 品 の 特 徴

とし て"装 う"と い う機 能 が あ る と ころか ら,消 費者 の

情 緒 に訴 え る ウ ェイ トが 非 常 に高 い こ とを考 慮 しな けれ

ばな らな い こ とで あ る。 この た め,商 品 特 性 に 加 えて,

イ メー ジ特 性 が 重 要 な エ レ メン トとな って くる。 図 一1

に 示 す とお り,こ の2つ の特 性 の うち,こ れ まで の 適 用

範 囲 とし て と らえ て い た のが 商 品 特 性 の 方 で,商 品 企 画

の シ ス テ ム化 や 多品 種 少 量 生 産 シ ス テ ム化 を図 って ゆ く

もの で あ った 。 一 方,イ メ ー

ジ特 性 は情 緒 性 の ウ ェイ トが

非 常 に 高 い と ころか ら有 効 な

シ ス テ ム化 は 困 難 で あ る た

め,こ こで は 小 売 店 の イ メー消

ジ とし ての ス トア ー イ メ ー

ケ ジ,ア パ レル 企 業 の イ メー ジ

費

として の メ ー カ ーイ メー ジ と

の2つ に 区 分 す る こ と と し

図 一1フ ァ ッシ ョ ン情 報 シ ス テ ム と マ ー ケ テ ィン グ戦 略

一11一

た。

この2つ の特性が結合 され

た形で消費者 と接することに

な り,こ れらを統合 した市場

戦略として商品差別化戦略,

消費者 セグメント戦 略 が あ

る。すなわち,ブ ランドとい

う包括的な概念によって消費

者ニーズを具体的に商品市場

で把握 し,そ の知名度が市場

の占有率へ とつな が って く
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る。

この た め,ア パ レ ル産 業 に と って メ ー カ ー イ メ ー ジを

高 め る ブ ラン ド戦 略 は,こ れ か らよ り重 要 性 を増 す で あ

ろ う。 そ の た め には,消 費者 ニ ー ズの 性 向 を正 確 に 把 握

し,キ メ細 かな 商 品 企 画,生 産 体 制 を整 え な け れ ば な ら

な い。 そ れ に は,消 費者 に対 し て商 品 の 特 徴 を よ く認 識

させ るた め の 方策 を フ ァ 、ソシ ョン情 報 シ ステ ムで 得 られ

た 消 費 プ ロ フ ィー ル 情 報 の 分 析 に よ って 的 を絞 った方 法

で 効 果 的 に 行 な う こ とが で きる。

この こ とは,ア パ レ ル産 業 に と って利 益 が あ る ばか り

でな く消 費者 に対 して も利 益 の あ る もの で あ る。 いい か

えれ ば,消 費 性 向 把握 の 不 確 実 性 か ら くる リス クを フ ァ

。シ 。ン情 報 シ ス テ ・ に よ ・て 得 られ 確 率 の高 い市 場

見通 しが 可 能 とな り,リ ス クの 軽 減 へ と結 び つ い て ゆ く

わ けで あ るか ら,生 産 か ら消 費 まで の すべ て に わ た って

リス ク ・コス トが 減少 し適 正 価 格 で 流 通 す る こ と に な

り,自 分 の 好 み に合 った衣 料 品 を手 に す る こ とが で きる

な ど,消 費者 に と って も大 きな メ リ ッ トとな る方 策 とい

う ことが で きる。

3.フ ァ ッシ ョン情報 シ ステ ム と 単 品管理 シ

ステ ム

これ ま で述 べ た よ うに ・ フ ァ ッ

シ 。ン情 報 シ ス テ ムの形 成 は ・ 繊

維 製 品 の 生 産 流 通 体 制 の す べ て に

わ た って有 効 性 を も って い る。 ま

た,そ の効 用 を 高 め るた め に は 他

の 個 別 の シ ス テ ム と どの よ うに し

て イ ン タ ー フ ェー ス を とるか とい

う こ とを考 慮 す る必 要 が あ る。

た とえ ば,生 産 プ ロセ ス での 付

加 価 値 を高 め る た めに は,消 費 の

多 様 化,個 性 化 に 対 応 す る少 ロ ッ

ト短 期 生 産 を可 能 とす る 多品 種 少

量 生 産 シ ス テ ムを形 成 し てい か ね

ば な らない が,フ ァ ッシ ョン情 報

シ ス テ ム との イ ン ター フ ェー スを

と る こ とに よ って 消 費者 ニー ズ の

迅 速,的 確 な 伝 達 が 可 能 とな り,そ

の 成 果 も増 大 す る。 これ らの 関係 を 図示 した ものが 図一2

で あ る。 図 一2で示 して あ る とお りファッション情 報 シ ス テ

ムを トー タル シ ス テ ムの 中 で 位 置 づ け る カ ナ メ とな って

い るのが,単 品 管 理 シ ス テ ムで あ る。 その た めに は,単

品 管 理 シ ス テ ムの作 成 に あ た って十 分 に,ト ー タ ル シ ス

テ ムの イ メー ジ を 把握 し,各 サ ブ シ ステ ム間 との イ ン タ

ー フ ェ ー スが 図 れ る よ うに 設 計 され な けれ ば な らな い。

また,本 調 査 研 究 で 取 扱 って い る シ ス テ ムが 一 企 業 の

枠 を超 えた シ ス テ ム を想 定 し て い る ナこめ,シ ス テ ム形 成

に あ た っては,ア パ レ ル産 業 を 中心 とし ナこ,流 通,販 売

機 能 の現 状 と動 向 も十 分 に 把握 し て 行な わ れ な けれ ばな

らな い。 そ の ナこめ,こ れ ま で 述 べ て きた よ うに,ア パ レ

ル産 業 を含 め て シス テ ム化 の 対 象 を フ ァ ッシ ョン ビジ ネ

ス として と らえ,そ こに お け る トー タル シ ステ ムの形 成

に つい て調 査 研 究 を行 な って きて い る わ けで あ る。

4.単 品管理 システム

アパレル産業に とって重要課題のひとつが'消 費者ニ

ーズを的確にとらえ,そ のニーズにいかに適合した最終

製品を供給するか"と い うことである。

消費者ニーズの多様性,個 別性か らくる衣料品のライ

フサイクルの短縮化,加 速化に対応する(リ スク軽減な

「

函
商品企画

燕 一

ヅ

璽

・

工
獣

↑櫛 管理 システム

点線 内狭義のアパ レ'`産 藁

図 一2フ ァ ッシ ョン情 報 シ ス テ ム と トー タ ル シ ス テ ム
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ど)た めには,従 来の部分的な戦略の積上げでは困難 と

な ってきてお り,商 品開発(品 揃えなど),生 産ボリュー

ム,プ ライス決定な ど総合的な戦略およびその体制をつ

くることが必要 となって くる。

このためには,生 産流通過程を有機的に結合し,付 加

価値の高い繊維製品を生産していく体制を確立すること

が必要となって くる。

このような中で,繊 維製品の生産流通過程を結ぶ中核

情報 としてファッシ ョン情報をとらえ,その流通円滑化,

効用化を図るファッシ 。ン情報システムのモデルを策定

した 。単 品 管 理 シ ステ ムは,フ ァ ッシ ョン情 報 シ ス テ ム

の 基 礎 情 報 とな る製 品 プ ロ フ ィー ル情 報 を迅 速,的 確 に

把握 す るた め の シ ステ ムで あ り,こ の シ ス テ ムに よ り,

企 画,生 産,流 通,販 売 の 各機 能 の 円滑 化 と効 用 化 を め

ざ した もの で あ る。

(1)単 品管理システムの特徴

単品管理システムは,① 繊維製品生産流通における4

つの機能すなわち,企 画,生 産,流 通,販 売で発生する

主 として製品プロフィールに関する情報を収集 ・加工す

ファッシ ョン

ライ フ

単 品 管 理 シ ス テ ム

製 品 プ ロフ ィー ル

ファ ッシ 冒ン

ミッ ク ス

消 費 プ ロフ ィー ル 主 に製 品 プロフィール,フ ァッションミックス情 報

'

|

フ ァ ッ シ.ン 予 測 シ ス テ ム

ル「

品

⇒

製
プ

製 品
'7ロ フ

d－ ル

ア ンテナ シ ョッブ シス テム

消 費 プ ロ フ ィー ル

フ ァッ シ ョン ・ライ フ

主 に消 費 プロフィール,

ファッシコン ・ライフ情 報

フ ァノシ ョン

ミ ッ ク ス

消費者

調 査

費

。プ

ロ
フ

ィ
ー

ル

販

売

流

通

生

フ

ァ
ッ
シ

ョ

ン
予

測

産

企

画

　
デ ー タ 収 集 デ ー タ照 合

図一3フ ァッシ ョン情報 システムと単品管理 システムの関連
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るオ ペ レー シ.ナ ル な情 報 シ ス テ ムで あ る。 ② 単 品 レ ベ

ル の 情 報 を そ れ ぞ れ4つ の機 能 間 に製 品 プ ロ フ ィ・一一・ル情

報 で イ ン タ ー フ ェ ー スを と って い る情報 シ ス テ ム で あ

る。 ③ それ 自身 として は,処 理 レベ ル の 低 い サ ブ シ ス テ

!、で あ るが,各 機 能 に キ メ細 か な 情 報 を提 供 す る こ とに

よ り,よ り高 い処 理 能 力 を 発揮 させ る情 報 シ ステ ムで あ

る。(た とえ ば,消 費 プ ロ フ ィール と結 合 す る こ とに よ

り,消 費 者 ニ ーズ へ の 適 合 を図 り,具 体 的な 商 品 企 画,

製 品 コ ン セ プ トの 設 定 を容 易 に す る こ とが で きる),④

製 品 プ ロフ ィー ル の情 報 収 集 ・加 工 シ ス テ ムで あ り,フ

ァ ッシ ョン情 報 シ ス テ ム を構 成 す る他 の サ ブ シ ス テ ム,

ア ン テ ナ シ ョップ情 報 管 理 シ ス テ ム とフ ァ ッシ 。ン 予測

シ ステ ム と有機 的 な結 合 を 図 る こ とに よ って,商 品企 画

に と って 有 効 とな る ひ とつ の サ ブ シ ス テ ムで あ る。

(2)フ ァ ッシ ョン情 報 シ ス テ ム にお け る単 品 管 理 シテ

テ ム

フ ァ 、ソシ ョン情 報 シス テ ム単 品管 理 シ ス テ ム と他 の シ

ス テ ム との 関 連 に つ い て は つ ぎの よ うに な る。

製品 プ ロフ ィール を単 品 レベ ル で 収 集 ・処 理 しナこ情 報

は フ ァ 、ソシ 、ン予 測 シ ス テ ムの 入 力 情 報 とな る。 ま テこ,

ア ンテ ナ シ ョ、ソプ情 報 管 理

シ ステ ムの 消 費 プ ロ フ ィー

ル もフ ァ ッシ 。ン予 測 シ ス

テ ムの 入 力 情 報 とな る。

フ ァ ッシ 。ン予測 シ ステ

ムで は,消 費 プ ロ フ ィール

と製 品 プ ロフ ィー ル との結

合 を行 な う。 フ ァ ッシ ョン

予測 シ ス テ ムの 予測 モ デ ル

か ら出 力 され た情 報 を 他 の

種 々の 情 報 と と もに 企 画 に

反 映 させ る こ とに ょ り,よ

り付 加 価 値 の 高 い,消 費者

ニー ズ に 適 合 しナこ商 品 構 成

を図 る こ とが で きる と考 え

られ る。

さ らに,こ の シ ス テ ムの

開 発 に よ って,一 定 の形 式

に 従 って情 報 の 収 集,評 価 が で きる た め企 画 担 当者 の 学

習 効 果 に よ り,一 層 質 の 高 い情 報 を 抽 出 で きる よ うに な

って くる。

フ ァ ・ソシ.ン 情 報 シ ス テ ム化 を促 進 す る狙 い と し て

は,2つ の情 報 系 列 す な わ ち,製 品 プ ロフ ィー ル と消 費

プ ロ フ ィー ル に つ い て の情 報 と,ま た これ らを包 含 し た

フ ァ ッシ ョン情 報 を フ ァ 、ソシ ョン ミ ックス情 報(日 常 デ

ー タ)と フ ァ 、ソシ ョン ラ イ フ情 報(非 日常 デー タ)と の

2つ の 情 報 流 通 に お い て 収 集 ・処 理 す る シ ス テ ム と して

単 品 管 理 シ ス テ ム とア ン チ ナ シ 。ップ シ ス テ ム を考 え,

そ れ らの情 報 を最 適 に結 合 す る こ とに よ り,生 産,販 売

活 動 の 最適 コン トロー ル と迅 速,的 確 な フ ァッシ ョンの

予測を可能にしようとするものである・ ■

図 一3は,生 産 流 通 の4つ の機 能 と,製 品 プ ロフ ィー

ル,フ ァ ッシ ョン ミッ クス情 報 の側 面 をに な う単 品 管理

シ ス テ ム,消 費 プ ロ フ ィー ル,フ ァ ッシ ョン ラ イ フ情 報

の 側面 を に な うア ン チ ナ シ 。 ップ情報 管理 シ ス テ ムお よ

び これ らの シ ス テ ム を結 合 させ る フ ァッシ 。ン 予測 シ ス

テ ムの 関係 を 図示 し た もの で あ る。 また,図 一4は マ イ

ク ロ コ ン ピ ュー タシ ス テ ムに よ る単 品 管 理 シ ス テ ムを 図

示 した もの で あ る。

索 引 部

(ロ ジカルパー ト)

デー タ部1

(オ プシ ョナノレこ一 ト)

)ト
ーバクツ

皿
シ

部

一

↓
ペ

デ
叉

① モ ニ タ

② エ デ ィ タ ー

③ シ ナ リオ

④ データ'べ ←一ス
マネジメン ト

・演 算 機 能

・入 出 力 機 能

・デ ー タ管 理機 能

図一4マ イク回 ・コンピュータによる単 品管理 システム例

■
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(3)企 画 に お け る単 品管 理 シ ス テ ム

① 商 品企 画 シ ス テ ム化 に お け る単 品 管理 シ ス テ1、の

適 用

今 ま で検 討 し て きた単 品 管 理 シ ス テ ムは フ ァ ・ソシ ョ

ン産 業 活 動 の4つ の 機 能,企 画,生 産,流 通,販 売 の

間 の イ ン タ ー フ ェー スを と り,そ れ 自身 と して は,処

理 レベ ル の 低 い サ ブ シ ステ ムで あ るが,各 機 能 に キ メ

細 か な 情報 を 提 供 す る こ とに ょ り,よ り高 い処 理 能 力

を 発 揮 させ る もの と して考 え て きた。

上 の4つ の 各機 能 に お け る単 品 管 理 シ ス テ ムの適 用

が 考 え られ る中 で,特 に商 品 企 画 にお け る単 品 管 理 シ

ス テ ムの適 用 を一 例 とし て検 討 した もの で あ る。 こ こ

で特 に商 品 企 画 で の単 品 管 理 シス テ ムの 適 用 を 選 ん だ

理 由は 次 の 理 由 に よ る。 す な わ ち,

(a)フ ァ ッシ ョン産 業 に とって,4つ の機 能 の 中 で 最

もウ ェイ トが 高 い の が 商 品 企画 で あ る。

(b)商 品 企 画 の 中 に 商 品 イ メー ジ化,製 品 化 の機 能 が

含 ま れ て お り,そ の段 階 の シ ス テ ム化 に よ り,知 識

集 約 化 の メ リ ッ トを 十分 に 出す こ とが 可 能 で あ る。

(c)消 費者 指 向 型 の シス テ ムを考 え る場 合 は ど うし て

も商 品企 画 の シ ス テ ム化 を 図 る ことが ポイ ン トとな

る。

(d)今 まで,商 品 企 画 の 段 階 で の シ ス テ ム化 が 行 な わ

れ な か った 。 それ は 非 常 に 複 雑 で,か つ人 間的 な 経

験 ・カ ン的 要 素 の 占め る割合 が 多 い プ ロセ ス で あ っ

た か らで もあ ろ う。 そ の よ うな 中 で,よ り リス クの

少 な い,付 加 価 値 の 高 い商 品 を製 造 す るた めに,シ

ス テ ム化 が 必 要 と考 え られ る。

② 企 画 プ ロセ ス と単 品 管 理 シ ス テ ム との 関係

企 画 の 各 プ ロセ ス は前 述 の とお り,結 合 プ ロセ ス,

製 品 コ ン セ プ トプ ロセ ス,商 品 化 プ ロ セ ス,製 品仕 様

化 プ ロ セ ス,商 品 構 成 プ ロセ ス,製 品化 プ ロセ ス の6

つで あ る。

企 画 に お け る各 プ ロ セ ス と単 品 管 理 シス テ ム との関

係 は 図 一5の とお りで あ る。 企 画 に お い て利 用 され る

情報 と して は2つ の情 報 の 種 類 が あ り,1つ は フ ァ 、ソ

シ ョン情 報,も う1つ は市 場情 報 で あ る
。

情 報 に つ い ては,2つ の情 報 を カバ ー で きる フ ァイ

ル を準 備 して お き,そ れ に 必 要 な 情 報 を 整 理 し,他 の

機 能(生 産,流 通,販 売)の 端 末 か ら入 力 す る シ ス テ

ム,ま た は一 括 的 に単 品管 理 シ ス テ ムに 他 の 所 で作 成

した市 場 情 報 フ ァイ ル を使 うか で あ る。 基 本 的 な フ ァ

イ ル の考 え方 とし て は,基 本 的 な 共通 フ ァイル(フ ァ

ッシ 。ン情 報)と 企 画 で必 要 な オ プ シ 。ナル な,市 場

情 報 に関 す る フ ァイ ル,生 産 計 画 や 生 産 に 必 要 な 情 報

(数 量,納 期 等)を ス トッ クし生 産 とイ ン ター フ ェ ー ス

が とれ る フ ァイル が 必 要 で あ る。

企 画 の 各 プ ロセ ス と単 品 管 理 シ ス テ ム との 関 係 は 情

報 の 入 方 処 理,出 力 とい う関係 で 行 な わ れ る。

各 部 門 に 設 置 され た 端末 よ り,デ ー タを 収 集 させ る

もの と,デ ー タを 参 照 す る もの とが あ り,タ イ ム リー

に 必 要 情報 を ギ ャザ リング や デ ィス プ レイ す る こ とに

よ り,各 機 能 の 円滑 化 を 図 る製 品 プ ロフ ィー ル情 報 ギ

ャザ リン グ シ ス テ ムを単 品管 理 シ ス テ ム と考 え る。

これ らの簡 単 な概 念 図 を示 す と図一4の よ うに考 え

られ る。

5.お わ りに

衣 料 縫 製 業 を 中心 とす る アパ レル 産 業 が フ ァ 、ソシ.ン

・ビ ジ ネ ス として 存続 す るた めに 有 力 とな る シス テ ム と

し て,フ ァ ッシ ョン情 報 シ ステ ムを と りあげ た が,ア パ

レ ル産 業 が最 も得 意 とす る と ころ で あ る と ころ の消 費 者

ニ ーズ を具 体 的 な 製 品 イ メー ジ に換 え
,生 産 す る機 能 を

十 分 に 生 か す た め には,少 ロ 、ソト,短 期 生 産 を実 現 す る

多 品 種 少 量 生産 シ ステ ム との イ ン ター フ ェー ス を考 慮 し

な け れ ばな らな い。

ま た,ト ー タル ・シ ス テ ムへ の イ ン タ ー フ ェー スを 図

るた めに は,そ の カ ナ メ とな る単 品 管 理 シス テ ムを 詳細

に 設 計 しな け れ ば な らな い。

これ らの シ ス テ ム化 を す す め る に あ た って効 果 あ る も

の とす るた め に は・ 関連 企 業 ぐる み の シ ス テ ム化 を推 進

しな け れ ば な らな い とい う こ とで あ る。 本 年 度 ま で の調

査 研 究 で明 らか に された よ うに,消 費 者 ニ ーズ を迅 速 ・

的 確 に と らえ製 品 イ メ ー ジへ 展 開 す る た め には,そ の ほ

とん どが 小 売 機 能 を もたな い 衣 料 縫 製 業 を 中心 とし た ア

パ レル 産 業 で あ る と ころか ら,一 企 業 の み では 実 現 可 能

性 が 非 常 に 少 な い ことや 企 業 規 模 か らみて もその 大 部 分

が 単独 で の シ ス テ ム化 が 困 難 で あ るた め,グ ル ー プ化 し
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図一5商 品企画 システム化 にお ける単 品管理 システムの適用化概念

て規模のメリットができるような方策を考 えざるを得な

いか らである。

新しい構造改善対策では,価 格,品 質等に関する消費

者動向を商品の企画,生 産および販売に迅速かつ的確に

反映する諸機能の強化を図るための情報収集機能および

商品販売機能の統合をすすめる,い わゆる知識集約化グ

ループを育成することが最 も重要な施策のひとつにな っ

ている。そのため,こ の構造改善対策のグループ化に適

合するようなシステム設計を行な うことにより,強 力に

衣料縫製業を中心 としたアパレル産業のシステム化を推

進することが期待 されるところである。

(須賀慶一 ・調査課)

一16一

..鍾



ノIPDECジ ャー ナル

わ が 国 へ の 影 響 も 大

79年稼動を目指す

米 国 の 貨 物 デt-・一・・タ 交i換 シ ス テ ム"CARDIS"一 一

'

1975年6月 に国連欧州経 済委員会(ECE)貿 易手続簡易化部会専門家会議で,米 国代表 よ

り発表 され たCARDIS(CargoDataInterchangeSystem)の 計画は,そ の規模の大 き

さ,貿 易手続簡易化に与 えるイ ンパ ク トな どの点か ら,関 係者の間に大 きな 反 響 を呼んだ。

CARDISで は米国の 貿易貨物 に関 す る情 報の80%を 取 り扱 うことが もくろまれ,ま た,サ ブ

シス テムとして海外セ ンター を置 くこと も考慮 され ている。

貿易情報の相互利用については,わ が国で も当財団に設置 され てい る 「総合貿易情 報 シス テ

ム調査委員会」(COTIS)か ら貿易情 報のデー タベ ース構想 を提案 し,そ の具体化について調

査M究 を行 なってい るが,こ のCARDIS計 画は,考 え方 でわが国 と類似の立 ち場 をと り,ま

た,わ が国 に も少なか らぬ影響 があ ると考 え られ る。COTISで は,さ きに,こ の計画につい

ての 詳細 な資料*を 入手 し,そ の内容の調査研究 を進 めて きた。

この機会 を とらえ以下に,CARD∫S計 画の概要 を紹介す る。

イ

1.CARDIS研 究 の経緯

(D複 雑な貿易手続 き

CARDISは,輸 出入貨物を含む米国の流通貨物のデ

ータを扱 うシステムであるが,こ のシステムが生まれる

背景には,現 在の複雑な貿易手続 きと米国の多様化 され

た貨物運送手段に基づ く運送手続 き費用の増大がある。

貿易取引 きの契約や商品の輸出入手続 きにおいては,

海外諸国を相手とする関係上多 くの不確定要素や確認業

務が存在する。この対策として,複 雑な手続 きや多くの

書類によって,事 務の ミスや行 き違いをカバ ー し てい

る。

しかし,近 年の貿易量の拡大,輸 送機関の高速化等に

よって,従 来の貿易手続 きでは円滑な輸出入が行なわれ

にくくなってきているとともに,こ れらの複雑な手続 き

のために多くの費用 と人手を要している。

*CARDISに 関す る詳細資料 は,実 費 でおわけしています。

お問合せ は 当財 団技術調査部 ・調査 課(電 話434-1678)

まで。

そのため,貿 易関係の手続 き簡易化やコンピュータ等

を利用するシステム化の動 きが世界的に活発になってい

る。

(2)ECEの 活動

ヨーロッパにおいては多 くの国々が陸続 きに国境をi接

していて,多 くの貿易交流が行なわれている。この国境

を列車,ト ラック等により国際貨物が通過する場合,`い

ちいち通関手続 きなど,輸 出入手続 きをしていたのでは

非常に時間がかかること,い くつ もの国を通過して貨物

が運ばれることな どの理由により,貿 易手続 きの 簡 易

化,シ ステム化への要請が強い。

国連欧州経済委員会(ECE)で は,こ のような背景

のもとに,貿 易簡易化手続簡易化部会を設置して,こ の

方面の改善に精力的な努力を続けている。

この委員会へは域外諸国の参加 も認められてお り,カ

ナダ,オ ーストラリアな どの国とともに,日 本は1971年

9月 か らオブザーバ としてこの会議に参加している。

(3)CARI)ISの 公 表
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昨 年2月 に 開 催 され た この 会 議 に お い て 米 国代 表 は,

輸 出 入 を含 む 米 国 の 商 業 に使 用 され るデ ー タの 交換 に つ

い て,コ ン ピ ュー タ を用 い た シ ス テ ムで あ るCARDIS

(CargoDataInterchangeSystem)開 発 の 実 施 を 発 表

し た。

この シ ス テ ムは,米 国 内 を流 通 す るす べ ての 貨 物 デ ー

タを 対 象 とす る と と もに,米 国が 輸 出入 す る貨 物 デ ー タ

も包 含 して お り,商 品 の 表示 記 述,コ ー ド体 系 等 に つ い

て も,全 世 界 的 調 和 を 目指 し,関 係 各 国 の シス テ ム と も

イ ン タ フ ェー ス を持 つ な ど,非 常 に 大 きな シ ス テ ムを 目

標 とし てい る。

この シ ス テ ム 開発 の計 画 に つい ては,1976年 まで に 実

験 的 イ ン タ フ ェー ス ・シ ス テ ム を確 立 し,1977年 に は テ

ス トお よび 評 価 を 完了 させ,1978年 な い し1979年 に実 稼

動 させ る とい う,非 常 に 急速 な シ ス テ ム 開発 の計 画 とな

って い る。

これ に 対 し,ECEに 参 加 して い る諸 国 は,CARDIS

が 巻 き込 んで い る範 囲の 広 さ とプ ロ グ ラ ムの 大 き さに 興

味 を示 す と と もに,影 響 力 の大 き さ,未 解 決 な 問 題 の 多

様 さに大 きな 反 応 を示 し た。

日本 で は,米 国 との 貿 易 量 の 大 き さか らみ て,CARDIS

の重 要 性 を認 め,そ の 検 討 を行 な う こ と とし,当 財 団 設

置 の 「総 合 貿 易 情 報 シ ス テ ム調 査 委 員会 」(COTIS)に お

い て も 日本 貿 易 関係 手 続簡 易 化 協 会 を 通 じ て,CAR

DISに 関係 す る資 料 を入 手 し,研 究 を 行 な って きた 。

2.CARDIS形 成 の背 景

(1)米 国 にお け る運 輸 形 態 の 複 雑 さ

米 国 は,東 西 を 海 に は さま れ た広 大 な 大 陸 で あ る た

め,輸 出入 を含 む取 引 貨 物 は,船 舶,航 空 機,列 車,ト

ラ ッ ク と,多 くの異 な った輸 送 機 関 を経 て輸 送 され る こ

とが 多い 。 ま た その 各 々の 輸 送機 関 に つ い て も,多 くの

私 企 業 に 分 か れ て い る。 た と えば 鉄 道 に つ い て は や や 古

い統 計 で あ るが,1964年 に は385社 あ った とい われ,ト

ラ ッ ク輸 送業 者 は 同 じ く1964年 に,米 国ICC(lnterstate

CommerseCommission)管 轄 下 の もの で約16,000社 あ

る とい わ れ,各 社 が お の お の独 自の営 業 圏 を形 成 し て い

る。 米 国 で は,こ の よ うに 多 くの 異 な った形 態 の 輸 送 手

段 を 経 て 貨 物 が 輸 送 され る と と もに,一 つ の 輸 送 手段 を

と って も数 多 くの 異 な った 民 間 企 業 を 経 由す る。 この た

め,貨 物 は 異 な った 輸 送 業 者 の 手 に 移 るた びに,各 種 の

手 続 きが 必 要 とな って くる。

(2)関 係 団体 の 研 究 開 始

米 国 に お い て は,こ の よ うに輸 送 形 態 の複 雑 さ,輸 送

業 者 の 多様 性 に も とつ く輸 送 手続 きの く り返 し等 に よ っ

て,ぼ う大 な 費 用 と手 間 を か けて お り,こ れ らに 関連 し

て 米 国 の 輸 出 入 手 続 きに か け られ て い る費 用 は,米 国年

間 貿 易 価 格 の7.5%,65億 ドル(2兆 円)に 達 す る もの

とい われ てい る。

この よ うな 非 生 産 的 コス トを 排 す る こ とは各 々の 輸 送

業者 の み な らず,米 国 の 経 済 全 体 に と って も大 きな メ リ

ッ トが 生 まれ る とい う認 識 が お お い に 高 ま って きた。

米 国 のNCITD(NationalCommitteeonInter-

nationalTradeandDocumentation)で は 米 国 運輸 省

(DOT)と 共 同 で,こ れ ら費 用 に 関 す る調 査 研 究 を1971

年 に行 な い,こ れ らに対 す る改 善 提 案 を含 め た"Paper

workorProfits～"と い う報 告 書 を 作成 した。 この提 案

に も とつ く調 査 が 続 行 され,1973年 に は年 間46億 ドル の

節 約 の可 能 性 が あ る こ とが 報 告 され た。 他 方 で は,同 じ

1973年 に 技 術 的 な面 よ り米 国か ら英 国へ 輸 送 され る貨 物

の 自動 デー タ交 換 を含 む電 子 デ ー タ交 換 の デ モ ン ス トレ

ー シ ョンが 行 な われ て い る。

翌1974年3月 にCARDISの 最 初 の 草 案 が 出 さ れ,

CARDISの 推 進 計 画 と達 成 目標 の 実 施 予定 表 が 報 告 さ

れ た。 そ し て,開 発 に 関 す る契 約 が,NCITD,TDCC,

DOTの 運 輸 シ ス テ ム ・セ ン ター に よ り実 施 され た。

3.CARDISの 範囲および規模

(1)ユ ーザーの範囲

このシステムによるデータ交換は,全 米をカバーする

標準的基準に もとづ き,米 国の輸出入貨物に共通に適用

する。 それはすべての輸送方式,す なわち,鉄 道,ト ラ

ック,航 空な らびに海上による国内および国際的な貨物

輸送を包含し,全 米輸送貨物データの80%を カバーする

ものと考えられている。そして,貨 物に関するデータの

迅速な伝達を可能にし,書 類作成の費用を削減するとと

もに,貨 物の流通を円滑化することによる,社 会的な経
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済 効 果 を 狙 って い る。 また,CAR

DISは,米 国 内の みな らず,海 外 の

シ ス テ ム との イ ン タ フ ェー ス も考 慮 海貨賭/

航空代理店し てお り
,海 外 にCARDISイ ン タ

フ ェー ス ・セ ン タ ー やCARDISサ

ー ビ ス ・セ ン ター を お い て
,海 外 の

シ ス テ ム と直 接 通 信 を行 な う こ と

や,コ ン ピュー タを持 た な い もの に

対 して もCARDISに 対 し文 書 や オ

フ ライ ン に よる入 出力 を可 能 に して

い る。CARDISの ユ ー ザー は ,商

品 の売 手 と買手 で あ る荷 主(荷 受 人

ま たは 輸 入 業 者)を は じめ,各 種 類 の輸 送 業 者,代 理

店,銀 行/保 険,輸 出 入 の 管 理 お よび報 告 機 能 に係 わ る

政 府 当 局 を 含 ん で い る。

これ らの ユー ザ ー は,各 種 発 生 デ ー タの入 力 義 務 が あ

る とと もに,必 要 に 応 じて 情 報 は 直 ちに使 用 可 能 と な

り,必 要 書 類 は 最 適 な形 式 で 自動 的 に作 成 す る こ とが で

きる。 図一1は ユ ー ザ ー の範 囲 とそ れ らの関 係 を示 す も

の で あ る。

(2)デ ー タ量 の規 模

これ らの ぼ う大 な デ ー タ量 を処 理 す るた め,CARDIS

に お い て は,デ ー タ 量 お よび記 憶 フ ァイル を 次 の よ うに

想 定 し て い る。

。年 間予 想 デ ー タ 件数1 ,000万 ～2,000万 件

。 平 均 レ コー ド長2 ,000～4,000桁

。 オ ン ライ ン用 ス トレ ッジ

2億 バ イ ト ・デ ィス ク パ ック(IBM3330ク ラス

で38～150パ ッ ク)

。 オ フ ライ ン用 ス トレ
ッジ

1200ft6/250bpi磁 気 テ ー プ で418～835本

4.CARDISの 概 念

川1勺 ユ ーーサ ・一

・ シ ス テ ム

1|1

CARDIS

外"レ)CA・ ・

RDISイ ン
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図 一1CARDISシ ス テ ム の イ ンタ フ ェー ス

(1)ユ ニ フ ァイ ド ・デ ー タベ ー ス 概 念

CARDISに つ い ての 第1の 手 掛 か り,あ るい は 概 念

とい う もの は,統 一 化 され た デ ー タベ ー ス で あ り
,こ の

デ ー タ ベ ー ス に お い て すべ て の貨 物 デ ー タが フ ァイ ル に

入 れ られ・ す べ て の ユ ー ザ ー が そ この デ ー タ を使 用 で き

る よ うに作 られ る こ とで あ る
。 この考 え方 は,中 央 に 集

外 国 の

政 府

システム

外[ftlの

ユ ーザ ー

中 され よ うが,各 地 域 に 分 散 す る処 理 装 置 が 使 用 され よ

うが,一 つの フ ァイル 構 造 とデ ー タ管 理 機 能 を提 供 す る

もの で あ る。 しか し この 考 え方 は,全 体 シ ス テ ムの 完 成

に 多 額 の 投 資 が 必 要 で あ る と と もに,設 置 場 所,開 発 方

法,運 用 管 理 また 多 くの 法 制 等 制 限 条 件 の 克 服 に 相 当 の

困難 が あ る もの と見 通 され て い る。

(2)デ ー タ伝 送 交 換 概 念

第2の 考 え 方 は,CARDIS全 体 を一 つの デ ー タ伝 送

交 換 装 置 と,み な す もの で あ る。 ここで は,CARDIS

を メ ッセー ジの 処 理 と編 集 機 能 を もった メ ッ セー ジ交換

機 能 と して オ ペ レ ー トす る こ とで あ り,CARDISセ ン

ター を 介 して ユ ー ザ ー 間 で輸 送 貨 物 デー タを伝 達 す る。

この 考 え 方 は,付 随 す る機 密保 護 の 問題 とか らん で 共

用 デ ー タベ ー ス の形 成 が 困難 で あ る こ とか ら,産 業 界 の

多 くの 支 持 を受 け た。 しか し,こ の 方 式 は,デ ー タの 宛

先 とな る デ ィ レ ク トリー の 量 が 非 常に 大 き くな り,そ の

メ ンテ ナ ン スが 複 雑 に な る こ と,デ ー タベ ー ス が な い の

で,メ ッセ ー ジ ・キ ュー が で きた場 合 の バ ッフ ァ ・メ モ

リー が 必 要 な こ と,総 合 的 フ ァイ ルが 存 在 しな い た め ,

デー タの照 会 が 困難 にな る場 合 が あ る こ とな どが 予 想 さ

れ る。

(3)マ ル チCARDIS概 念

上記 二 つ の考 え方 の 中 間 に あ た るの が マル チCARDIS

概 念 で あ る。 こ こで は,地 域 あ る い は ユ ー ザ ー の集 ま り

ご とに 部分 的な 輸 送 貨物 デ ー タが保 持 され,こ れ ら が

CARDISセ ン ター に 接 続 され る もの で あ る。

これ ら地 域 ご とに あ る い は ユ ー ザ ー の集 ま りご とに シ
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ス テ ムに,CARDISの 基 本 的 な ア クセ シ ビ リテ ィ,標

準 書 類 の 作 成,監 査 お よ び イ ン タ フ ェー スの 特 徴 を 組

み込 ん で,"CARDISに 準 ず る"シ ス テ ム とみ な され,

CARDISの サ ー ビス を 提 供 す る こ とが 認 可 され る。

自分 の機 器 を持 た な い 関 係 者 に 対 し て は,CARDIS

サ ー ビ ス ・セ ン ター が 用 意 され,電 話,郵 便 その 他 の 方

法 に ょ りCARDISに ア ク セ スが 可 能 で あ り,大 量 の デ

ー タ入 力,出 力 帳 票 の 入 手 もで きる よ うに な ってい る。

この概 念 の もとで は,CARDIS内 部 の リン ク を 通 じ

て,そ の 他 の"CARDISに 準 ず る"シ ス テ ムの デ ー タ ベ

ー スに ア ク セス す る こ とが で き,デ ー タベ ー ス の 管 理 と

と もに メ ッセー ジ ・ス イ ッ チ ン グの機 能 を 有 して い る。

ま た,こ の考 えに 基 づ き,外 国 に"CARDISに 準 ず る"

シス テ ムが設 置 で きる。

5,CARI)ISに おける機密保護および

安全対策

CARDISに お け る貨 物 デー タは,ユ ー ザ ー 側 の 故 意

ま たは 過 失 に よ る安 全 の 侵 害,そ の 他機 密 保 護 の た めの

手段 が講 ぜ られ る。 これ らは,ユ ー ザ ー ・コー ド,パ ス

ワー ド,端 末 機 器 に対 す るア クセ ス,ハ ー ドコ ピー ・ア

ウ トプ ッ ト,そ の 他CARDIS使 用 に 付 帯 す る要 素 を 綿

密 に管 理 す る こ とを意 味 す る。

これ らの 一 つ とし て,ユ ー ザ ー は 通 信 の 都度,加 入 コ

ー ド,個 人 番 号 等 を 入 力 し,シ ス テ ム の チ ェ ッ ク を 受

け,そ れ が シ ス テ ム に受 け入 れ られ れ ば,次 に ユー ザ ー

の 取 り扱 う トラン ザ クシ 。ン の チ ェ ッ クを 受 け る。 これ

らの完 了 に よ り,ユ ー ザ ー は 次 の トラ ンザ クシ 。ン に進

む こ とが で き る。 これ が"サ イ ン ・オ ン"と い わ れ る機

能 で あ り,ト ラ ンザ クシ ョン の 完 了 と と もに,"サ イ ン

・オ フ"の 手続 きを 行 な い,こ れ に よ って,シ ス テ ム側

は その 業 務 に 関 して ユ ー ザ ー に あ て た メ ッ セー ジが待 行

列 の形 で 残 って い な い か ど うか を チ ェッ ク して,処 理機

能 を終 了 す る。

起 こ り得 る安 全 と秘 密 へ の 侵 害 や エ ラ ー や シ ス テ ムの

ミス に よ って デ ー タが 消 滅 され て し ま う よ うな 事故 の対

策 とし て,CARDISに は 監 査 追 証 の 機 能 を備 え てい る。

この た め,原 始 デー タを含 め て 全 トラ ンザ ク シ ョンに

お け るデ ー タの 更 新 ・修 正,ア ク セサ ー の 情 報,登 録 時

間 な どを記 録 し て お り,こ れ らは500億 ～1,000億 桁/年

に お よ び,こ れ らの 記 録保 存 の7め に6,250bpi,2500ft

の 磁 気 テ ー プ で年 間418～835本 必 要 とな る。

6.CARDISの 開発作業 と問題点

ここで展開されたCARDISの 三つの概念およびそれ

に付随するすべての機能は,技 術的観点か らは,現 状に

おいて十分開発可能な ものであ り,米 国の多くの業界か

ら好感 とともに期待 をもって迎えられている。しかし,

この計画が最初に国際的に公表 された国連の欧州経済委

員会(ECE)に おいても指摘 されたとおり,CARDISの

規模の大 きさ,関 係者の国際的拡が り等から考えてその

影響は非常に大 きい.,、 とえぱ 。一,の 綱 ・ついて ■

もECEで 多くの努力が重ね られているが,CARDISと

の歩調にはとてもまにあわない。 このように,多 くの国

際的基準,各 国システムとのインタフェース,国 際法の

問題,そ の他国際的協調の面で解決されるべ き問題が数

多くあることが指摘 されている。

CARDISは その計画の実現にあtっ て解決すべ き課 題

について10の 主要なテーマを設けて研究を行なって い

る。すなわち,

(1)デ ー タ ・エ レメ ン トの 整理

貨 物 輸 送 に関 係 す るす べ て の産 業 界 と官 界 の参 加 者 の

要 求 に マ ッチす る デ ■一一・タ を特 別 に 設 定 し,CARDIS設

計の城 障 備する必要がある・そのため・これまでに ■

作 られ た デ ー タ ・エ レ メン トの 予備 リス トは,デ ー タ交

換 デ モ ンス トレー シ ョンを 通 じて根 本 的 に 整理 され る。

(2)コ ー ドの開発

標準コー ドは必ず必要であり,こ れはCARDISプ ロ

グラムの もとで積荷業務の関係者が効率的に情報交換を

行な うために開発 され る。

(3)コ ー ドの メ ンテ ナ ンス

コー ドが 関 係 す るす べ て の シ ス テ ムの 間 で 確 実 に通 用

し続 け るた め,適 当な ス タ ッフ に よ り,こ の コー ド ・シ

ス テ ム を メン テ ナ ン ス しな け れ ば な らな い。

一一'eo－
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(4)シ ステムに要求される機能

潜在的利用者を含めた費用対効果を測定 ・評価するこ

とにより,CARDISが 最終的に備えるべ き機能を定め

る。

(5)出 力帳票

データ ・エレメントの定義に加えて,そ れ らを形式化

し出力帳票とするための要求事項が作成 されなければな

らない。

(6)実 験 シ ス テ ムの 設 計

CARDISの 標 準 コー ド,手 続 き,そ の他 の処 理 に つ

い て,国 内 お よ び海 外 に お け る同意 を得 るた め,実 験 デ

ー タが 作 られ ,実 験 シ ス テ ムの テ ス トが 行 な われ る。

(7)デ ータ交換のコン トロール

データ交換 ネットワークは,最 終的に民間企業で運営

される予定であるが,そ の場合政府はどのような統制を

行な うかを決定する必要がある。

(8)法 的障害

文書にかわるデータの自動交換を禁止したり,少 な く

とも抑制するような法的障害が予想される。それ らの障

害は国内外の商業に関係してお り,こ れを取 り除 い た

り,回 避する努力が必要である。

(9)関 税の簡素化

運輸業者の各種形態によって米国の統制当局は関税率

を定める。関税のコンピュータによる見積 りがCARDIS

の一部に組み込まれる以前に,現 存の関税の見積 り手続

きは簡素化 され,自 動化 される必要がある。

(10)政 府 との イ ン ター フ ェー ス

多 くの 米 国政 府 部 局 とその 代 行 機 関 は,各 々貨 物 輸 送

に 関 す る,自 動 化 シ ス テ ム を 開発 して い る。 こ れ ら と

CARDISが 整 合 す るイ ン タ フ ェー ス を 準 備 す る必 要 が

あ る。

ま た,CARDISと これ に 関 連 す る シス テ ムに つ い て,

諸 外 国 よ り多大 な理 解 を得 る と と もに,世 界 ネ ッ トワー

クに つ なが って い る シ ス テ ム と必 要 な イ ン タ フ ェー ス を

確 保 す るた め,米 国政 府 は二 国間,あ るい は 多 国間 の 経

路 を 通 じて,協 力 体 制 を築 くべ きで あ る。

(11)む す び

米国のこのような活動は注 目に値するものであり,与

える影響 も非常に大 きい ものと考えられる。 日本におい

ても,関係各方面で このCARDISに 対する検討が行なわ

れ,問 題 となる点があれば米国へ事情を問い合わせるな

ど,よ り幅広 く研究が行なわれるよう望む次第である。

(小林俊武 ・調査課)

イ
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分 散 指 向 の 集 中 型 へ

わ が 国 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク の展 開

シ ス テ ムズ ・ア ナ リス ト ・ソサ エ テ ィ

藤 崎 重 隆

コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの開 発 と実 現 に,現 在,多 大 の 関 心 が 寄 せ られ て い る。 コ ン ピ

ュー タ ・ネ ッ トワ ー クは,異 機 種 の コ ンピ ュー タ を ネ ッ トワ ー ク化 し,ハ ー ドウ ェア の 多重 利

用 を促 進 す る と と もに,さ らに は,ソ フ トウ ェアや デ ー タ ・ベ ー スの 共 同利 用 を含 め,、 資源

の 多 角 的活 用 に よ る情 報 の処 理 機 能 の 向上"を 目指 す。

こ こで は,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの形 成 で は,数 々 の実 績 を あ げ て きた,ア メ リ カに

お け る発 展 形 態 を検 討 す る と と もに,わ が 国 の現 状 をな が め,わ が 国 に お け る コ ン ピ ュー タ ・

ネ ッ トワ ー クの 方 向 をみ て み よ う。

σ

1,ア メリカにおける発展形態

ア メ リカに お け る コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 発 展

形 態 を,ネ ッ トワー クの 発 展,増 殖 過 程 とい う観 点 か ら

見 る と,2つ の 特 徴 あ る カ テ ゴ リーに 分 割 され る。

第1は ター ミナ ル指 向 の集 中型 の ネ ッ トワー クで あ り,

第2は,コ ン ピ ュー タ指 向 の 分 散 型 の ネ ッ トワー クで あ

る。

これ ら2つ の ネ ッ トワー クは,そ の 形 成 過 程,発 展 形

態 が 各 々異 な って お り,ア メ リ カに お け る,1960年 代 以

降 の コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クを,こ の観 点 か ら見 る

こ とは,ヲ ド常 に興 味 深 いo

(1)タ ー ミナ ル指 向の 集 中型 ネ ッ トワ ー ク

ター ミナ ル指 向 の集 中型 ネ ッ トワー クは,そ の 萌 芽 を

1960年 代 初 期 に見 出 す こ とが で きる。1960年 代 初 期 の ネ

ッ トワー クは,図 一1の(a)に 示 され る ご と く,非 常 に単

純 で,コ ン ピ ュー タ とイ ン プ ッ ト機 器 だ けの 結 合 形 態 で

あ った。 そ れ が,まttcく 間 の う ちに(b),(C)へ と発 展

し て い く。 これ は,コ ン ピ ュー タ全 体 に,占 め る コ ス ト

を 見 て も明 らか で あ る。 当初 全 体 の わ ず か数%で あ った

コ ミ ュニ ケー シ ョン ・コ ス トが,シ ス テ ム全 体 の50%を

占 め る よ うに 至 った の は,数 年 を 要 しな か った。 この こ

とは,そ の 時点 に お け る 技術 的進 歩 を見 て も明 らか で あ

る。 ネ ッ トワー クの 効 率 的運 用 の た め の マ ル チ ・ ドロ ッ

プ 方 式 等 の 技 術 は,こ の 時 点 で 急速 に 発展 し て い る。

さ らに1960年 代 後 半 に な る と,図 一1の ◎ の形 態 を し

た,大 規模 ネ ッ トワー クが 次 々 と出現 して い る。 この 時

点 で は,「 フ ロン ト ・エ ン ド」 とい う端 末 器 が ネ ッ トワ

ー クの 普 及 に大 きな 役割 を演 じてい る。

この 「フ ロ ン ト ・エ ン ド ・ユ ー ズ」 は,さ らに低 コ ス

トの ミニ ・コ ン ピ ュー タの 出現 に よ って さ らに発 展 し,

コ ン セ ン トレー タ と名 づ け られ て い る もの も出現 し た。

ま た,図 一1の(d)よ うに,コ ン ピ ュ・一一・タサ ・fドに もフ

ロ ン ト ・エ ン ドが 設 置 され,最 終 的 に は,コ ン ピ ュー タ

・ネ ッ トワー クの 伝 送 機 能 と処 理 機 能 が 明 確 に 分 散 され

る よ うに な りつつ あ る。

図 一2は,タ ー ミナル 指 向の 集 中 型 の コ ン ピ ュー タ ・

ネ ッ トワ戸口クの典 型 的 な例 で,NASDAQシ ス テ ム

(NationalAssociationofSecuritiesDealersAutomated

QuotationsSystem)と 呼 ばれ,全 米 の 証 券 取 引 所 に お

け る取 引 情 報 の ネ ッ トワー クで あ る。

NASDAQは400の 都 市 に1700の タ ー ミナル を設 置

し,ト ラン ザ クシ ョン とし て は,106メ ッ セー ジ/日 を 扱

って い る。
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図 一1タ ー ミナ ル 指 向 の ネ ッ トワ ー クの 発 展 形 態

図 一2NASDAQシ ステ ム

この タ ー ミナル 指 向 の 集 中 型 ネ ッ トワー クを機 能 面 か

ら具 体 的 に分 類 す る と,あ る専 用 目的 の た め の ネ ッ トワ

ー ク と
,汎 用 的 な ネ ッ トワー クに 分 類 され る。

① 専 用 目的 の た めの ネ ッ トワー ク

専 用 目的 の ネ ッ トワー クの 種 類 に は,「 軍 事 目的」 「銀

行」 「航 空」 「数 育 」 等 が 存=在し,軍 事 目的 が リー デ ィ

ング ●ユ ー ス で あ って,そ の 技 術 の 多 くが商 用 に転 用 さ

れ た こ とは,NASAの 技 術 波 及 を 見 て も明 白 で あ る。

「軍 事 目的」 の典 型 的 な ネ ッ トワー クは,全 米 の防 空

を 目的 と した 有 名 な るSAGEシ ス テ ムで あ る。 この シ

ス テ ムは1955年 にIBMの 計 算機 で デ ザ イ ン され,1963

年 ま で に 全 米 に 普及 して い る。 これ は,マ ンー マ シ ー ン

・コ ミュニ ケー シ 。ンを 可能 に し た 最初 の シ ス テ ム とし

て も名 高 く,こ こで 開 発 され た リア ル タイ ム技 術 の 多 く

が 企 業 の シ ステ ムに 活 用 され た。

「銀 行 」に お け る最初 の ネ 、.トワー クは,1956年 に 開発

され た ニ ューージ ャー ジー のHowardSavingslnstitution

に よ るTeleFileSystemで あ ろ う。

「航 空 」に お け るネ 、ソトワー クは,ス ケ ー ル の大 き さ と

い う点 で 画 期 的 で あ り,SABRE-1は 歴 史 的 に見 て も,

最初 の オ ン ライ ン予 約 シ ス テ ムで あ る。 ま た,リ ア ル タ

イ ムの 計 算 機利 用 とい う点 で も意義 深 い もの とい え る。

この シ ステ ムは,当 初IBMとAmericanAirlineの 共

同 研 究 とい う形 で ス ター トし,1960年 代 初 期 に 完成 した

もの で あ る。

「教 育 目的」 に お け る初 期 の著 名 な ネ ッ トワー ク は,

Dartmouth大 学 の 学 生 に よ って1964年 に 開 発 さ れ た

DartmouthTimeSharingSysteln(DTSS)で あ る。

これ は,Dartmouth大 学 の 教 養 学 部 で利 用 され て い た

が,1967年 以降 に は,他 大 学 との コ ミュニ ケ ー シ 。ン も

行 な わ れ るに至 って い る。 この シ ス テ ムは,ユ ーザ と計

算 機 の イ ン タ ー フ ェイ ス の重 要 性 が 認 識 され,学 生 と計

算 機 間 に リモ ー ト ・タ ー ミナル 等 が 設 置 され るな ど,簡

便 な イ ン ター フ ェイ ス方 式 が 発 明 され た 点 で 意 義 深 い と

い え る。

図 一3に1968年 のDTSSの 構 成 図 を示 し て お く。

② 汎 用 的 な 目的 の た め の ネ ッ トワー ク

汎 用 的 な 目的 の ネ ッ トワー クは,1960年 代 初 期 に 出現

し て い る。 この ネ ッ トワー クはMITのMACプ ロジ ェ

ク トとRAND,SDCに よ って 開発 され て い る。

1960年 代 の 中 ごろ ま で に,タ/ム シ ェア リン グ ・ネ ッ

トワー クが発 達 し,市 場 が 形 成 され た。 そ の代 表 的 な 企

業 とし て は,UnitedComputingServiceslnc.,Utility

NetworkofAmerica,な どが あ るが,最 大 でか つ有 名

な もの とし て は,GEに よるMARK皿 で あ る。 これ は

全 米25の 都市 と,カ ナダ,メ キ シ コシ テ ィ,サ ン ジ ュア

ン,ロ ン ドン,マ ンチ ェ ス ター,ブ リュ ッセ ル,ア ムス

テ ル ダ ム,パ リ,日 本 の 諸 国 と結 ん で い る。 この シ ステ
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∫∫PDECジ ャー ナル

Lowspeedlines

intophonesystem

－

Central

Computer

35KC,h、nnel、 ノ

Datanet-30

-

5010wspeedlines

-

Lowspeedlines

intophonesystem

図 一3Dartmouth大 学 のTSs
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図 一4GEのTSSネ ッ トワ ー ク

ム は,1965年 にDartmouth大 学 で 開 発 さ れ たOSを 利

用 し て い る 点 で も興 味 深 い 。

最 も高 度 な タ イ ム シ ュ ア リ ン グ ・ネ ッ ト ワ ー ク は,

TymshareInc.,に ょ るTYMNETで あ り,こ れ は,

全 米 に80の コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。ン ・プ ロ セ ッ サ ー を 有 し,

26の ホ ス ト計 算 機 を ア ク セ ス で き る 。 ネ.vト ワ ー ク の 構

成 は,多 重 リ ン グ 型 で,星 状 に 結 合 し た ノー ド群 が ら成

図 一5TYMNET

(a)

(c)

図 一6Computertocomputernetworkの 発 展 形 態

り立 っ て い る 。

(2)コ ン ピ ュ'・一タ指 向 の 分散 型 ネ ッ トワー ク

ター ミナル 指 向 の 集 中 型 ネ ッ トワ ー クの 発 達 とほ ぼ並

行 して,コ ン ピ ュー タ とコ ン ピ ュー タ を結 合 す る努 力 が

な され て い る。

最 初 は,同 じ建 物 内 の 同 型 の コン ピ ュー タの結 合 か ら

一24一
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図 一7ARPAネ ッ トワー クの 発 展

ス ター トし,そ の イ ン タ ー フ ェイス の た めの ハ ー ドウ ェ

アが 開発 され た。

そ の2計 算 磯 間 の結 合 は,そ の後 さ らに発 展 し,図 一

6の(b)に あ る よ うな 形 態 にな り,そ の 主 な 例 と し て

AUTODINシ ス テ ムが あ る。

この形 態 は さ らに 発 展 し,図 一6の(c)に あ る よ うな

RingComputerNetworkと な る。 この ネ ッ トワー クで

は,NetworkInterfaceProcessorと い うイ ン ター フ ェ

・fスが,ネ ッ トワー ク と,計 算 機 間 に と られ,デ ー タが

リ ング の 中 を循 環 して 送 られ る。しか し,RingComputer

Networkは,信 頼 性 とい う点 で,次 の分 散 型 の ネ ッ ト

ワー クに と って代 わ られ るの で あ る。

ARPANETは,コ ン ピ ュー タ指 向 の 分 散 型 ネ ッ トワ

ー ク とい う点 で よ く知 られ ,ま た,非 常 に 高 度 な ネ ッ ト

ワー クで あ る。

ARPANETは,1969年 の終 りに,WestCoastに 最

初 の4つ の エ レ メ ン トが 設 置 され,1971年 に25ノ ー ド,

1973年 に40ノ ー ド,1975年 に50ノ ー ドとい う ぐあい に,

飛 躍 的 に発 展 し てい る。 この ネ ッ トワー クは,技 術 的 に

は,「 パ ケ ッ ト ・ス ウ ィ ッチ ン グ」 を採 用 し,デ ー タを

ブ ロ ッ クに分 割 し,目 的 の計 算 機 へ 伝 送 して い る。

(d)

(3)分 散 指 向の 集 中型 ネ ッ トワ ー ク

ア メ リカ にお け る これ らの2つ の異 な った コ ン ピ ュ一一

タ ・ネ ッ トワー クの発 展 形 態 は,将 来 ど うい う方 向 に移

行 して い くの で あ ろ うか 。 これ は 非 常 に興 味 深 い。 しか

も 日本 の コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー クの 今 後 の発 展 を考 え

る際,見 逃 が せ な い 問題 で あ る。

これ に関 し て,現 在 の ア メ リカにお け る ネ ッ トワー ク

の現 状 お よび将 来 の 計 画 か ら次 の よ うな こ と が い え よ

う。

すな わ ち,今 後 は,コ ン ピ ュー タ指 向の 分 散 型 ネ ッ ト

ワー ク と,端 末 指 向 の集 中型 ネ ッ トワー ク との結 合 がな

され る方 向 に進 む とい うこ とで あ る。

この ネ ッ トワー クは,集 中型 ネ ッ トワー クの ター ミナ

ル が 集 中型 の計 算 機 に 置換 される 形 態 で あ り,コ ミュニ

ケー シ ョン方法 とし て は,パ ケ ッ トス イ ッチ ング で 行 な

う一 種 の 集 中 型 ネ 、ソ トワー クの 拡 張 され た もの で あ る。

この例 として は,FAAのAirTra伍cControlNet.

workが あ げ られ る。 この ネ ッ トワー クは,21ヵ 所 の

AirTraMcControl計 算 機 を,適 当な 場 所 に持 ち,こ

れ らの 計算 機 を ネ ッ トワー クル ー プ で結 合 して い る。 こ

れ らは,分 散指 向 の 集 中 型 ネ ッ トワー ク とい え よ う。
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2.日 本 にお ける コ ン ビュー一夕 ・ネ ッ トワー

クの現 状 と今後 の発 展形 態

(1)開 発 の 動 機

日本 に お け る企 業 間,産 業 間,産 業 グル ー プ 内に お け

る コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 開 発 の 動 機 の ほ とん ど

は,利 潤追 求 を 目的 とし てい る。 特 に,サ ー ビ ス,売 上

の増 大,情 報 量f曽大 に 基 づ く合 理 化 に その 目的 が あ る。

日本 の航 空 会 社 と,ア メ リカの ク レ ジ ッ トカ ー ド会 社

の 国際 間 ネ ッ トワー ク も,日 本 の 航 空 会 社 に と って は,

ア メ リカの ク レ ジ ッ トカー ド会 社 の 北 米,南 米 にお け る,

3000～4000の ホ テル の 契 約 情 報 を 得 られ る とい うメ リッ

トが あ る。一 方,ア メ リカの ク レジ ッ トカー ド会 社 に と っ

て は,日 本 の航 空 会 社 の サー ビス網 を使 う こ とに よ って,

よ り多 くの ホテ ル の 予 約 を とれ る とい うメ リッ トが得 ら

れ,相 互 利 益 の 増 大 を図 る こ とが 可 能 とな った の で あ る。

銀 行 間 の為 替 シ ス テ ム を,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー

クに よ って結 合 し た全 銀 シ ス テ ム も情 報 の増 大 に伴 う業

務 の合 理 化 とい う こ とに 目的 が あ ろ う。

す な わ ち,為 替 の 取 引 量 が 増 大 す るに つ れ,郵 送 ま た

は電 報 に よ る方 法 で は 時 間 的 に もロ スが あ り,そ の 他 の

手 間 も膨 大 に な る ことが,大 きな 原 因 で あ った 。

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クを 組 む こ とに よ って 顧 客

へ の サ ー ビ スの 向 上,他 行 との 為 替 事 務 の 合 理 化,為 替

決 済 資 料 の 作 成 の 自動 化 に よ る効 率 ア ップが な され た の

で あ る。

ま た,商 社 の 支 店 間 を,国 際 的 に結 合 し た,Global

MessageSwitchingSystemも,一 種 の コ ン ピュー タ ・

ネ ッ トワー クで あ り,人 件 費 の節 減,処 理 の 正 確 性 とス

ピー ドア ップが,主 な 目的 で あ る。

公 益 事 業 に お け る原 料 の 共同 購 入 を 目的 とし,2者 間

を コン ピ ュー タ で結 合 し,原 料 の 配給 計 画,受 入,払 出

計 画 を 詳細 に行 な って い る コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク

も,規 模 の利 益 が そ の大 きな 目的 とな って い る。

KNT(近 畿 日本 ツー リス ト),JTB(日 本 交 通 公 社)

NTA(日 本 旅 行)の 各 計算 機 と東 亜 国 内航 空 の座 席 予

約 と結 合 し た東 亜 国 内航 空座 席 予 約 シ ス テ ム も,航 空 会

社 側 の ニ ー ズ と,エ ー ジ ェ ン ト側 の ニ ー ズ が マ ッチ し た

ケ ー ス で,相 互 に利 益 の増 大 を 目指 し た もの で あ る。

しか し な が ら,以 上述 べ た こ とが ネ ッ トワー ク形 成 の

背 景 の す べ て で はな い 。 これ らの コ ン ピュー タ ・ネ ッ ト

ワー ク ・シ ス テ ムが 構 築 され た 背 景 に は,こ の シ ス テ ム

■
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図 一8全 銀 シ ス テ ム
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図一9東 亜 国内航 空システム

を醸 成 し て きた,産 業 間,あ るい は,国 際 間 の組 織,各

種 の 委 員 会 が,コ ン ピ ュー タ化 す る うえ で の標 準 化 等 の

コ ミュニ ケー シ 。ン をは た す うえ で重 要 な 役 割 を果 た し

て い るの で あ る。

これ の 顕 著 な 例 が,航 空 関 係 で あ る。

航 空 関 係 で は国 際 間 の 協 定 た とえ ば,地 上 施 設 の協 定,

事 故 に 関 す る協 定 な どに 関 す るICAO(International

CivilAirTransportOrganization)と い う組 織 が あ り,

そ の 下 部機 構 にIATA(lnternationalAirTransporter's

Association)が あ る。 このIATAで は,「 協 調 と,競

争 の分 離」 を原 則 に,航 空 会社 間 の ミー テ ィン グ を行 な

い,航 空会 社 間 の運 賃,整 備,技 術 の 取 り決 め を行 な っ

て い る。

IATAの 主 な作 業 の 中 に"Standardization"が あ る

が,そ こで航 空 機 の着 陸方 式,飛 行 場 の レイ ア ウ ト,コ

ン ピ ュー タ とコ ン ピ ュー タの 結 合 方 式(LinkControl

Formatの 設 定)を 決 定 す るの で あ る。

IATAの 組 織 は,い くつか のConferenceか ら成 立

して い るが,そ の 主 な もの は,

(a)Traf五cConference

a))Legal〃

(c)Financial〃

(d)Technical〃

な どで あ り,ComputerGroupは,(a)のTra缶c

寸

ー

1
1

1

ー

ー

ー

t
__」

Conferenceに 属 して い る,運 営 資 金 は,各

航 空 会 社 か ら提 供 され て お り,こ の 会議 に

は,メ ー カー,他 産 業 も参 加 して い る。

先 の,日 本 の航 空 会社 と,ア メ リカの クレ

ジ ッ ト会 社 間 の,ネ ッ トワー ク結 合 の 契機

も,こ の 会 議 に 端 を 発 し て い る こ とを考 え

る と,こ の 会 議 の もつ意 義 が 推 測 され よ う。

銀 行 間 に も,航 空 と同様 な組 織 が 存 在 し

て い る。 これ は,全 銀 協 とい う組 織 で,昭

和20年 に 創 設 され,各 銀 行 協 会 の75の 連 合

体 か ら構 成 され て い る。

全 銀 シ ス テ ム構 築 の 際 に は,事 務 管 理 部

が 中心 に な り,昭 和42年 か ら,帳 票 類 の 統

一・化 等 の 標 準 化 が 行 な われ
,コ ン ピュー タ

化 に お お い に 役立 った の で あ る。

この よ うな,同 一 業 種 に お け るシ ステ ム化 で の標 準 化

促 進 の動 きは,近 年 とみ に,高 ま って い る。 商 社 と,メ

ー カ ー間 の受 注 情 報 は 磁 気 テ ー プ で送 受 され て い るが
,

産 業 内の コー ドは あ る程 度,標 準 化 され てい る。 ま た,

産 業 間 の 標 準 化 に 関 して も関 連 団 体 間 で の 討 議 を もとに

話 し合 い で,決 ま るケ ー ス も多 い よ うで あ る。

以 上述 べ て きた よ うに,産 業 内,産 業 間 の コン ピ ュー

タ ・ネ ッ トワー クの形 成 の背 景 に は,単 な る経 済 的 動 機

だ け でな く,業 界 全 体 の標 準 化 指 向 の姿 勢 が,そ の基 盤

とな って い る の で あ る。

しか し,IATAに 見 受 け られ る よ うに,こ れ らの 標

準 化 の 指 向 が 国際 的 な 機 運 を 契機 として 行 な われ て い る

ケー スが 多 く,日 本 独 自で 標 準 化 を指 向 し,国 際 間 の 協

調 を 図 る とい う動機 が,あ ま り見 受 け られ な い 。

(2)今 後 の 方 向

日本 に お け る,コ ン ヒ。ユー ダ ・ネ ッ トワー ク の 現 状

は,ア メ リカに お け る発 展 過 程 と対 比 して,今,ど の よ

うな 過 程 に あ るの だ ろ うか 。

日本 の 航 空 会 社 一 ア メ リカのCredit会 社 間 の ネ 、.ト

ワー ク,全 銀 シ ス テ ム,東 亜 国 内航 空 シ ス テ ム等 を み た

限 りで は,日 本 で は,少 な くと も,タ ー ミナル指 向 型 の

集 中 型 ネ ッ トワー クで は,ほ ぼ最 終 的段 階 に至 って い る

もの と考 え られ る。 そ して,そ の 延 長 上 で分 散 型 の コ ン
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ピ ュ一 夕 ・ネ 、.トワー クへ 突入 し つ つ あ る よ うに 見受 け

られ る。

しか しな が ら,反 面 コ ン ピ ュー タ指 向 の分 散型 ネ ッ ト

ワ ー クの カ テ ゴ リー か ら見 れ ば,か な り初 期 の段 階 に あ

る と もみ られ る。

公 益 事 業 間 の 原 料 購 入 に 関 す る コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト

ワー クは,コ ン ピ ュー タ指 向 の 分 散 型 ネ ッ トワー クの 中

で は,図 一6の(a)に 相 当 し,最 も単 純 な ネ ッ トワー ク と

い え よ う。

全 銀 シ ス テ ム,東 亜 国 内航 空 シ ス テ ム,航 空 会 社(日

本)一 ク レ ジ ッ ト会 社(米)の ネ ッ ト ワー クは,い ず れ も,

異 機 種 間 を 結合 して い る点 が 特徴 で あ り,か つ,い ず れ

も,異 機 種 間 の イ ン ター フ ェイ スを と るた めに,中 継 コ

ン ピ ュー タ(IMP)を 設 置 し,伝 送 制 御 手1頂の マ ッチ

ン グ,コ ー ド変 換,伝 送 速 度 の調 整 を行 な って い る。

しか し,こ れ らは 完全 な コン ピ ュー タ指 向の 分 散 型 ネ

、ソトワー クで は な い。 タ ー ミナル 指 向 の集 中型 ネ ッ トワ

ー クの 端末 が,コ ン ピ ュー タに置 換 し テこネ ッ トワー ク形

態 で 分 散 型 よ りは,む しろ集 中型 に近 い とい え よ う。

それ で は,今 後 の 日本 の コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク

は,ど の よ うに 発 展 して い くだ ろ うか 。

これ らの 集 中 型 ネ 、.トワー クが さ らに発 展 し分 散 型 の

コ ン ピ ュー タ指 向 ネ 、ソト ワー クへ 向 か って い くで あろ う

か 。

そ の見 通 しは 非 常 に 難 しい と思 われ る。 また,仮 に 実

現 し ナことし て も,膨 大 な 時 間 を 費 や す こ とが 予 想 され る。

そ の理 由 とし て は,以 下 の2点 が 考 え られ よ う。

(a)コ ン ビ ュー一夕指 向 の分 散 型 ネ 、.トワー ク の 形 成 に

は,企 業 の ニー ズ,資 金 調 達 な どか ら考 え て,現 在 の

経 済 的 動機 の 延 長 上 で は 達 成 が 困 難 で あ る こ と。

(b)分 散 型 ネ ッ ト ワー ク形 成 の 際 の 標 準 化 が,産 業 間 の

試 行 錯 誤 に よ る積 み上 げ で は,難 し そ うな こと。

し たが って,今 後 の コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 発

展 の ナこめ に は,現 在 の延 長 上 で は な く,分 散型 の コ ン ビ

、、一 夕指 向 の ネ 、.トワー クを,構 築 し,そ こに集 中型 の

計 算機 を結 合 し て い くス タイ ル が,よ り早 く目的へ 到 達

し うる よ うに 考 え られ る。

これ は,現 在,ア メ リ カで進 行 し つ つ あ る分 散 指 向 の

集 中型 ネ ッ トワー ク と も同 じパ ター ン で あ る。 今 後,こ

の方 向 に 日本 の コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク も進 んで い

くと予 想 す る こ とが,や は り妥 当で は な い だ ろ うか 。

(当 財 団 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム評 価 委 員会 委 員)
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5つ の サ ブ シ ス テ ム で 構 成

ボ ラ ン タ リ ・チ ェ ー ンの 標 準 販 売 管 理 シ ス テ ム

〈中小企 業向け標準販売管理 システム ① 〉

'

⑳

ボランタ リ ・チ ェーンは,小 売商 が経営の独立性 を維持 しなが ら,主 体的参加 に基づいて,

規模の利益 をね らい としたチ ェーン ・システムであ り,通 常の場合,本 部 ・加 盟店 ・配送 セン

ターの3っ の機能 によ り構成 され ている。 また,取 扱 い商品の種類 によ り,嗜 好品的商品で あ

る買回品 を扱 うチェーンと必需品的 商品 であ る最 寄品 を扱 うチ ェーン とに分類 され る。

当システムの開発 にあたっては,こ の うち最 寄品 を扱 うチ ェー ンを対象 として とりあげた。

●

1.ボ ランタリ ・チェーンにおける情報処理

のシステム化 とその問題点

ボ ラ ン タ リ ・チ ェー ンに お いて シス テ ム化 を 行 な う際

に 第1に 考 慮 す べ き点 は,「 チ ェー ン を発 展 させ るに は

ど うあ るべ きか」 で あ る。 そ れに は,チ ェー ンを 総 括 し

て い る本 部 の充 実 を 図 り,本 部 の 諸機 能 が 十分 に 発 揮 で

きる体 制 を作 る こ とが 重 要 で あ る。 そ こで,ボ ラ ン タ リ

・チ ェー ン にお け る情 報 処 理 の シ ス テ ム化 を 行 な う に

は,以 下 に述 べ る よ うに段 階 的 に順 次 拡 大,発 展 させ て

い く こ とが 適 切 で あ る と考 え られ て い る。

体の情報の処理

本部内情報の処理に加盟店での販売情報を加えたチェ

ーン全体 としてのシステムとし,加 盟店が販売活動に専

念できる体制を確立するとともに,ス ーパーバイザー,

マーチャンダイザー等がよ りきめこまかな活動がで きる

ようにサポー トする。

(3)第3段 階 チ ェーン運営を戦略的に行なうための

外部情報の処理

チ ェーン内部の情報に外部情報を加えた トータル ・シ

ステムとし,チ ェーン運営を戦略的に行なえるようサポ

ー トする。

(1)第1段 階 チ ェーンの基礎固めを目的として 商品鯛 ヵ日盟店販売 口 細 酬

の本部内情報の処理 システム システム ロ 第2段階

本部で収集されている情報を処理し,本 部要員の く=)第3段 階

活動をサポー トする。本部で収集されている情報は,販 売効率管理

商品活動に関連した受注 ・発注情報が大部分を占め システム

ている。こうした点か らこの段階では,加盟店からの

、受注に始ま り,加 盟店へ商品を配送するまでの商品;艘 剛
ン ス テム

の移動に関連した商品管理を中心 としたシステムと

し,商 品移動に関する作業をサPt-一トするとともに 図一1情 報処理システムの構成

管理資料を提供し販売促進活動をもサポー トする。 以上のようなシステム化に当たっての 問題点 と して

は,特 に商品特性 ・環境整備をあげることができる。

(2)第2段 階 チェーンの発展に対応したチェーン全{1}商 品特性による問題点
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最寄品とい う商品特性から,次 の点を十分に考慮する

必要がある。

①1回 の受注は多品種であ り,処 理が複雑化している。

②受注頻度が高く,処 理データ量が非常に多 くな ってい

る。

③単位当たりの利益額が少ないため,情 報処理に対する

費用が高 くつ く

④受注を受けて配送するまでが きわめて短時間のため,

迅速な処理が要求される。

② 環境整備の問題点

より効率のよいシステム化を行な うためにチェーン全

体 として,少 な くとも次に示す点については改善が望ま

れる。

①取引条件についての標準化 ・単純化

②データ作成 ・収集の改善

③使用伝票類の統一

2.標 準 システムの基本構想

(1)シ ステムの目的と範囲

ボランタリ・チェーンにおいては特に次の点が問題 と

してあげられる。

●スペシャリス トの不足

●取扱い商品の多様化による事務作業の複雑化

こうした現状の問題解決を図るとともに,将 来におけ

るチェーン発展に対処すべ く,本 部機能の充実を図るナこ

めに,シ ステムの目的は次のものとしている。

●事務処理の合理化

事務処理上の誤ま り防止を図るとともに,事 務作業量

の増加に伴 う人員増加を防ぎ,事 務処理の効率を向上さ

せる。

●商品管理の充実

商品の性格上,品 切れによる機会損失は永久にとり戻す

ことがで きないため,計 数によるきめこまかな管理を行

ない品切れを防止する。

●現場作業のサポー ト

受注か ら商品供給までの迅速化を行ない,加 盟店への

サービス向上を図るテこめ,配 送センターでの作業が行な

いやすいようサポー トする。

●スーパーバイザー ・マーチャンダイザー等の活動のサ

ポー ト

スーパーバイザー ・マーチャンダイザー等の必要とし

ている加盟店 ・商品情報等の管理資料を提供することに

より,加 盟店指導 ・商品開発等に専念で きるようにサポ

ー トする。

一方,シ ステムの範囲としては,前 述の第1段 階とし

てのチェーンの基礎固めのために本部内情報の処理を対

象 とし,特 に重要な商品管理に焦点を合わせている。す

なわち,本 部における加盟店からの受注処理,配 送セン

ターでの集品 ・配送 ・納品受入の作業,補 充必要商品の

発注,加 盟店への手数料請求等の処理を事務の流れと商

品の動きに合わせて,次 の5つ のサブシステムにより構

成 している。

●受注サブシステム

●配送サブシステム

●発注サブシステム

●在庫サブシステム

●資金サブシステム

これらの5つ のサブシステムは,総 合的に利用するこ

とはもちろんのこと,各 サブシステムごとの単独利用 も

可能なように設計 してあ り,各 企業は自社に最適なシス

テム構成を簡単に作 り上げることができる。

(2)シ ステムの機能

本部における受 ・発注を中心 とした商品活動の機能を

大別すると次のように分類できる。

●加盟店からの受注機能

●配送センターにおける商品配送機能

●配送センターにおける商品在庫機能

●仕入先に対する商品発注 ・受入機能

●受 ・発注か ら発生する資金機能

これ らの機能と機能間における情報の流れを示すと図

一2の ようになる。

また,各 サブシステムにおける主な機能を示す と以下

のようになる。

(1)受注サブシステム

●受注可否のチェック

●加盟店管理資料の提供

●商品管理資料の提供
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●スーパーバイザー ・マーチ ャン

ダイザー活動のサポー ト

●配送サブシステム

●配送計画の策定

●配送作業のサポー ト

●発注サブシステム

●発注商品の管理

●発注 ・受入作業のサポー ト

●仕入先管理資料の提供

●在庫サブシステム

●商品在庫の適正化

●品切れによる機会損失の防止

●商品管理資料の提供

●資金サブシステム

●売上管理資料の提供

●仕入管理資料の提供

(3)ボ ランタリ・チェーンにお

けるコンピュータの利用方法

ボランタリ・チェーンにおいて

コンピュータを利用するとき次の

点については特に考慮する必要が

ある。

●分散して発生するデータを集中

して処理する必要があること

●短時間での処理が要求されてい

ること

●大量のデータを処理 し保存しな

ければな らない こと

●将来の発展に対応できる体制作 りが必要であること

以上の点を考慮すると,本 部にある程度の規模を有す

るコンピュータを設置し,本 部 ・加盟店 ・配送センター

を通信回線で結び,即 時処理を行なうのが望ましい。し

かし,こ のようなオンラインによる即時処理を行なうに

は,多 くの解決しなけければな らない問題点がある。以

上の ことか ら,当 システムでは,

○本部に中型コンピュータを設置する

●一括処理方法による

●入力媒体 としてマークカー ドを使用する

受

注

(加 盟 店 )

1

(受 注) 受注情報

作 成
在 庫 数 量
チェック

∋
受注情報

■

一一1

配

送

品
切
情
報

w

集品情報(配 送指示)

集 品
蜘盟店別 配送計画'成 配 送
授産情報 作

タ
配送計画

'

受
注

`

き 、

(カ・盟店)
■

発

注

」

情
報

6
品

1

配

送

情

報

発注数量

「決 定

一≡ 一 一^.∋

発注情報

作 成
]

、鋤 く・・先)コ
一

箇品別

充
要
求

発注数補

(納 品)

在

庫

F ↓ 配送輔 納

品

情

報

在庫数量

計 算
納入受入
検 査

納入情報 在庫数 撤
庫 新

●

資

金

納

入

情

報

配 送 情 報

⑱

「

1山 納 品情 報
売掛残高
更 新

手数 料
計 算 (請求)<加 盟店)

●

売掛情報

「

↓
納 品 情 報

買掛残高
更 新

買掛支払
計 算

タ ,買掛情報
(支払)べ 仕入 先)

図一2機 能情報 関連 図

こ とを前 提 と して シス テ ム設 計 を 行 な った。

3.シ ステ ムの概 要

(1)受 注 サ ブ シ ス テ ム'

こ こで は,各 加 盟 店 か らの 商 品 補 充 要 求 に基 づ き,必

要 な 帳 票 を作 成 し,配 送 セ ン ター へ 出 荷 指 示 を行 な う と

と もに 受 注 デー タ を累 積 し,管 理 に必 要 な 各 種 販 売 資 料

を作 成 して い る。

各 加 盟 店 か らの 受 注 は 電話 で 受 け,直 接 受 注 カ ー ド

(マ ー クカ ー ド)の 該 当欄 に マー ク して い く。 受 注 カ ー

ド1枚 は オ ■・一・ダ ー ブ ッ クの1頁 に対 応 して い る。
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＼DO1受 注 カ ー ド

受 注 月 日

加

盟

店

コ

1

ド

匝 コ ロコ[口[口[亙 コ

ロコ[コ[工][エ コ[エコ

巨コ[刀[口[口 巨コ

[豆コ[亘コ 国[亙 コ 巨コ

巨コ[コ[コ[工]巨 コ

[=亘コ[口[コ[コ 匡コ

[6コ 〔亘コ[亙[回[エ コ

ロコ[コ[口[コ[コ

匡]団[至 コ[工]回

[亘コ[豆 コ[豆 コ 亡亘コ[⊇コ

オーダLブ ック
ペ ー ジ

匝][亟1

匠i]回

国 匝団

題

画

画

面

陶

画

画[=コ

國[型

画[i回

画

面

国

画

国

画

匝]巨 コ

回 巨コ

匝][亙 コ

匝]巨 コ

匝][玉 コ

匝]巨 コ

匝][コ コ

匝]巨 コ

圃[=豆 コ

ライン侮 受 注 数 量 単 位 聲

白

昼
画
国

画

匝][亜]匝]匝]

回[亜 匝][口

回[璽][璽]匝]
'

匝][回 国]1

匝[⊇[i麺][回

回 圃[五]匝]

匝1[廻[四 回

巳コ[コ[コ[口

口コ 〔コ[互 ロコ

巳コ[コ[三 コ 口コ

4川21

[7][コ[コ[三 コ

[刀[コ[コ[コ

[コ[コ[コ 巨コ

産室 日当

医ヨ[i回

Eヨ 回

お

匠ヨ 匿ヨ

匠日日

巨ヨ回

國 、

國

幽

幽

㎞
國

國

ライン海 聲 ライン%6 聲 ライ湖6 聲 ライン% 麟 ライン% 聲 ライン% 聲
口
回
口
口

画
面

圏

國

函

晒

國

国
国
国
画

闇

国

画

國

國

1直…到

回

回

回

回

國

國

國

圏
165諺

国
画
国
画

匝

画

国

画

國

國

國

國

回

国

画

四

画

面

國
㊥
㊥
國

國

國

国
画
国
国

♂

國

國
國

國

国

画 直圏
ノ

1

画

ll

醒

ll

画

li雪

国

.層 、

共通部分

.通常の受注

(数 量受注)

の場合の形式

最 大30行 分

オーダーブック

の1ペ ー ジ行

数 に あわ せ る。

↓

定量受注の場

合の形式

最大180行 分

図 一3受 注 カ ー ド

1
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ま た,受 注 方 法 は 商 品 の 重 要 度(商 品 ラン ク)に よ り

変 えて い る。

表1商 品ランク別受注方法

商品…1難 サ・クル1難 手段1受 注 割

加 盟店 ランク別
定量受注

●発注 リス ト

●商品受入予定表発注残 リス ト 直送依頼一覧表

)
ク
品

ン
商

う
番

A
定(

Bラ ン ク

Cラ ン ク

毎配送前日
週2回

隔配送前日
週1回

定 期
2週1回

オ ー ダ ー ブ ッ ク

オ ー ダ ー ブ ッ ク

オーダーブ ック
または受注伝票

加盟店希望数

加盟店希望数

ここで作成している主な販売管理資料を示す と次のと

お りである。

●品切れ リス ト 受注残 リス ト 売上伝票

●売上実績表(商 品別,部 門別,加 盟店則)

●ABC分 析表(全 商品の数量 ・金額,加 盟店別)

●売上推移表(加 盟店別金額,商 品別数量)

(2)配 送サブシステム

ここでは,配 送センターでの集品 ・配送作業を指示す

る資料の作成を行なっている。なお当システムでは定ル

ー ト配送を前提 としている。作成している資料は次のと

お りである。

●集荷指示表 配送指示表

(3)発 注サブシステム

ここでは配送センターに補充を必要 とする商品,仕 入

先へ発注した商品を管理するとともに,配 送センターで

の商品受入作業を指示する資料の作成を行なっている。

なお,仕 入先への発注は,コ ンピュータより出力される

資料に基づ き仕入係が発注量を決定し発注することを前

提 としている。 さらに,仕 入先より加盟店へ直送する処

理 も含まれている。

ここで作成している資料は以下に示すとおりである。

(4)在 庫サブシステム

ここでは配送センターにおける在庫商品の品切れを防

止するとともに,適 切な数量を保管するナこめに在庫状況

の迅速・正確な把握を行な う処理を行なっている。なお,

当システムでは在庫更新の時期は配送指示を行な う時,

在庫商品の金額の把握は最終原価法によっている。

ここで作成している資料は次のとお りである。

●発注指示表

●商品入出庫日計表

●商品在庫管理表年契商品管理表

(5)資 金サブシステム

ここでは加盟店に請求する手数料の算出 と仕入先への

買掛金の算出を行なっている。なお,全 額一括払いを前

提としているため,手 形取引などの場合はこの処理を追

加する必要がある。 ここでは次の2表 を作成している。

●売上一覧表 仕入一覧表

(6)特 売サブシステム

販売促進活動の一環として重要な役割を果たしてお り

通常商品 と区別して管理する必要か ら独立した処理を行

な うこととした。

ここでは,特 売商品を加盟店に知 らせる特売用オーダ

ー リス トと加盟店か らの受注内容を示した商品別特売受

注一覧表の作成を行なっている。なお,受 注の方法につ

いては,特 売用 オーダー リス トを使用する以外は通常の

場合と同じである。

(石本 恵 ・システム第一課)
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学習者の反応に合わせ多彩な利用法

一 〇HPに よ る情 報 処 理教 育 シス テ ムー

〈初級情報処理技術者教育に関する調査研究より〉

情報処理教育で対象 とす る概念や事象は,き わめて構造 的であ りシステム的な ものであ る。

また,対 象 とす る教育内容は非常に広い。 これほ どイ ンターデ ィシプ リナ リーな内容 を取 扱

う分野は そ うざらにはない。

これ らの事柄は,言 語に よる表現や聴 覚に訴え る伝達 の仕方 だけでは不 十分 であ る。その具

体性 を把握 させ るには,視 覚化 した表現 と説 明 こそが必須 であ る。 したがって,他 の分 野の教

育以上に視覚的教育が要求 されてい るのが情報処理教 育の分野 であ る。

げ

1.は じ め に

当財団では設立以来,各 種研修会の開催,初 級 ・中級

・上級の各情報処理技術者育成指針の開発 と提供,ス ラ

イ ド,映 画等の各種視聴覚教材の開発 と提供あるいは情

報処理技術者教育に関する調査研究な どの活動を通 じて

企業内情報処理技術者教育の推進に努めてきた。

なかでも 「初級情報処理技術者育成指針」 と,こ れに

準拠して作成 した 「情報処理技術者初級 テキス ト」は,

企業内教育や各種学校での利用度 も高く,今 後とも初級

技術者教育の標準的な教材として,広 く活用 されること

が期待 されている。

ところで,こ の指針とテキス トの利用範囲が拡大する

につれて,さ らにその効果的利用の促進という問題が生

じてきた。そこで昭和48年 度には,初 級テキス トの効果

的利用を目指 して,実 験教室を開催し初級テキス トを用

いた教育に関する調査研究を行な った。 ※1

この実験教室では,OHP(オ ーバー ・ヘ ッド・プロ

ジェクター)ス ライ ド,VTRな どの視聴覚教材を多用

し,そ の効用を追求した。

その結果,初 級 テキス トの効果的利用をはか り,教 育

の質を向上させるには,補 助教材 としての視聴覚教材の

開発と普及が重要であるとの結論が得られた。

そこで,昨 年度 「情報処理技術者初級テキス ト(1)基

礎と応用」を利用して,教 育を実施するに際してOHP

教材 として効果的であると思われる150個 所を初級テキ

ス トの申か ら選定するとともに,こ れ らについて,各 場

面の特性に応じた各種作成技法を適用して,視 覚効果の

高いOHPフ ィルムを試作した。

2.OHPの 特 徴

(1)教 材作成が容易である

フィルムと油性のペンがあれば誰でも教材を作成する

ことが可能である。適当な原画や図が書籍の中で見つか

れば,そ れをコピーすることも容易である。

ただし,こ の場合は原図が小さすぎたり,不 必要な情

報が入 っていた りするので若干の手直しが必要 となる。

このようにフィルムの作成はきわめて容易であるか ら

既成のフィルムを利用する場合 も講師の考えに従って,

自由に編集,加 筆することが可能である。

(2)表 現,使 用法が多様である

OHPフ ィルムの利用法については後に くわしく述べ

るが,フ ィルムに種々の加工をほどこすことによって多

彩な表現が可能 となる。

ごく一般的には掛図やスライ ド的な投映法がある。 こ
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れ に 色 づ けす る こ とに よ って一 部の 印 象 を強 め た り,色

と形 状 か ら学 習者 の連 想 を よ り多 く刺 激 し効 果 を高 め る

な どの方 法 もあ る。

ま た特 殊 な フ ィル ム を用 い るか,フ ィル ムの 一 部 を動

かす こ とに よ って ダイ ナ ミッ クな 映 像 表 現 が 可 能 で あ

る。

さ らに 学 習者 と討 論 しな が ら進 め る講 義 に も映 像 の 一

部 を入 替 えた り,加 え た りす る こ とに よ って 変化 に富 ん

だ利 用 が 可 能 とな る。

(3)特 別な設備を必要としな

い

OHPは 明視映像 で あ る た

め,と くに暗室を必要としない

ので通常の会議室等を使 って利

用できる。

また映像の拡大率が非常に大

きいので,小 人数から多人数に

わたる教育に利用することがで

きるうえ,学 習者 と常に対面し

て利用できるので,講 師が学習

者の反応を逐一感 じることが可

能である。

このようにOHPは,他 の視

覚教育機器であるスライ ド,映

画に くらべて全般的に軽便であ

る。

これは,教 育にあま り金をか

けた くない日本の企業にとって

はうってつけの教育機器である

といえよう。

3.OHPの 基本 的作 成

パ ター ン

(1)オ ーバ レイ法

視覚教材を作成するにあたっ

て留意すべ きことは,一 度に提

示する情報量が過剰にな らない

ようにすることである。提示す

る情 報 量 が 多 す ぎ る と,学 習 者 は うん ざ りして,注 意 し

て 見 る気 が しな くな る うえ教 え る側 も焦点 が ぼ けて し ま

い が ちで あ る。 オ ー バ レ イ法 は,こ の よ うな 危 険 を排 除

し,説 明 に合 わ せ て必 要 な情 報 を ス テ ップ ・バ イ ・ス テ

・ソプ で つ み重 ね て ゆ く こ とに その ね らい が あ る。

この オ ー バ レ イ法 の か ら く りは,図 一1.1に 示 した と

お りで あ る。 最 初 か ら提 示 して お きた い情 報 や 図 表 は,

ベ ー ス とな る シ ー ト上 に 記入 して お く。 最 初 に追 加 すべ

セ ロ テ ーープ で 固 定

(3枚 目 の オ ー バ

レ イ ・シ ー ト)

紙枠

/ ＼

(2枚 目の オ ー バ ー

レ イ ・シー ト)

r、

(ベ ー スに な る シ ー ト)

、 ノ

(1枚 目 の オ ー バ

レ イ ・シ ー ト)

＼ ノ

セ ロテー プで固定

(4枚nの オー バ

レイ ・ シー ト)

図 一1.1オ ーーバ レイ法 の 原 理

巨]庭 ヨ
臼 ◎

字 嘱
オ ー バ レイ1枚 目 オ ー バ レ62枚 「1

「 一一一一 ー 一一1「 一 一ーーーー一一一 一ーーーーー －L-一 「

1幽 幽iざi
オL

.一________」L_._________.一.一.P-__」

図 一1.2オ ー バ レ イ 入 替 え 法 の 例
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き情 報は,1枚 目の オ ーバ レ イに,つ ぎの情 報 は2枚 目

に,さ らにつ ぎの 情 報 は3枚 目 ……4枚 目 とい う具合 に

情 報 を分 散 させ てお く。 実 際 に 使 用 す る場合 は ま ず ベ ー

ス シ ー トだ け を投 映 して お き順 次 シー トを重 ね るか,あ

るい は 入 替 えて い く。 シー トを 重 ね て い く場 合 は オ ー バ

レイ 枚 数 が 多 くな る と投 映 画 面 が 暗 くな り見 ず ら くな る

の で4枚 まで を 限 度 とす べ きで あ る。

図 一1.2は シー トを入 替 え て い く場 合 の 例 で あ る。 ま

ず実 線 の ワ クで示 され た ベ ー ス を投 映 し,デ ー タ の移 動

が 必 要 で あ る こ とを説 明 し,つ ぎに人 力,郵 送,伝 送 の

各方 法 が あ る こ とを シ ー トを入 替 えな が ら説 明す る。

(2)リ バース法

通常のOHP教 材では,文 字や線の部分が黒や色彩で

映し出され,他 の部分はシー トが透明であることか ら必

然的に明るく投映される。 ところが,リ バース法はこの

逆である。写真のネガに相当するのが リバース法 といえ

る。図一2

この方法では文字の部分だけが透明で,バ ック地の部

分は不透明である。それゆえに,投 映しナこ結果は文字の

部分だけがあざやかに写し出され,他 の部分は暗い感 じ

となる。 リバース法は明室で幻灯を映したのと全 く同じ

効果を得ることができる。文字や線の部分は,透 明に明

るく浮き出させることもできるし,黄,青,緑,赤 など

カラーで出すことも可能である。なお,文 字や線の部分

を透明にして,あ とでカラー ・シー トをは りつ け れ ば

幾種類かの色分 けも可能であり,色 彩による識別効果 も

得 られる。 リバース法は,幻 灯的効果があるだけではな

く,学 習者の目の疲労度が少ないし,視 覚教材に変化を

与えることもで きる。

図 一一2リ バ ー ス法 の 原理

紙 チーフ。の 特 徴

● 安イ面な記金剥媒体

● 安価な記録機械

● 可変長データ

● 通信機を使ったデLタ 伝送

(ベ ー ス)

(1枚 目)

(2枚 目)

(3枚 目)

(4枚 目)

図一3マ スキ ング法の概念

8単 位紙チーフ。

6単 イ立紙 〒一ワ。

濡 燕`≡ ≡ 。.'"`

図一4実 物投映法の例(実 物投 映法 とオーバ レイ法)

(ベ
ー
ス
と

(
一
枚
目
)

(3)マ スキング法

マスキング法では,オ ーバレイ法 と異な り,必 要なす

べての情報はベース ・シー トにおさめてお く。マスクは

不透明な用紙な ら何で もよい。 あらかじめ何枚かに切 っ

たうえで一端部をOHPの 紙枠に固定しておけばよい。

7と えば,図 一3の 『紙テープの特徴』でいえば,5行

の情報はあらかじめ記入されているが投映されたスクリ

ーン上では 「紙テープの特徴」 だけが見えてお り,他 は

不透明な紙マスクによって隠されている。

場合によっては 「紙テープの特徴」だけを投映し,学

習者に質問するや り方で進めてもよい。正しい回答が出

されたら,そ れに該当するマスクだけを取除いてい くや

り方である。

いずれにしても一度に全部を投映して見せる場合に く

らべ段階的な理解がで き,大 きな効果がある。

(4)実 物投映法

図一4は,8単 位の紙テープと6単 位の紙テープの実

物を投映する例である。紙テープには,あ らか じめ 数

字,英 字,特 殊文字のせん孔をほどこしてあるものの方
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が 効 果 的 で あ る。 せ ん孔 個所 は光 を通 す か ら,せ ん孔 の

組 合 せ が は っ き りと浮 彫 りに され る。 数 字 せ ん孔,英 字

せ ん孔,特 殊文 字 せ ん孔 を容 易 に識 別 で きる よ うに,そ

れ ぞ れ の個 所 に カ ラー ・シ ー トを は りつ け る と一 段 と さ

え る。 手 書 きで書 い た もの よ り,実 物 その もの を投 映 し

た方 が は るか に 印 象 的 で あ り,映 像 効 果 が 高 い 。

(5)ス ライ ド・チャー ト的用法

重要な図や何回 も参照する必要のある全体構造図など

をOHP化 してお くと,ス ライ ドやチャー ト(掛 図)の

代替 とすることができる。

スライ ド・チャー ト的用法の具体例が図一6で ある。

一般に用い られる記録媒体の全容を示している
。記録

媒体の説明過程で,必 要のつど何回も投映すればよい。

もっともこの図だけで媒体のそれぞれに説明を加える

必要はないし,不 十分な説明しか為し得ないので,掛 図

としての効果を発揮するにはOHP機 器を2台 用いると

よい。

つま り,1台 の機器では掛図的OHP教 材を必要な時

間だけ継続的に映し出してお く。他方の機器では,そ の

部分部分の説明をするための教材の投映をする。全体 と

部分 との関係を絶えず対比しなが ら展開できるので高い

学習効果が得 られる。

(6)平 行移動法

記 録 媒 体

紙カード

磁 気カード

磁 気テープ'

X氏チーフ'工)》 りNンチカ十

コンピュータ

タワ カード

トークンカード

磁気インク文字 光学マーク 灘 蕊
i2ヨ ら567凸9

図 一5ス ラ イ ドチ ャー ト(掛 図)的 用 法

図一6は,平 行 移 動 法 を適 用 して,ア ク セス アー ムが

左 右 に移 動す る よ うす を示 す こ とが で きる よ うに した。

これ だ とア ー ムの 機 能 が 一 目瞭 然 で あ る。 つ ま りベ ー ス

には ア ー ム を除 く部分 を 記 入 して お き,別 の フ ィル ム に

アー ム部 分 だ けを 記入 し,ベ ー ス 上 で つ ま み を持 って左

右 に 移 動 させ る よ うに す るわ け で あ る。 ま た2進 数 の け

た 移 動 な ど も同様 に す れ ば 明 確 に説 明 で きる。

(7)色 彩 効 果 法

今 回 のOHP教 材 で は す べ て の もの に 色 彩 を用 い た 。

た だ し,無 用 に色 を 多用 す る と,学 習者 を混 乱 さ せ た

り,嫌 気 を起 こ させ た りして か え って マ イ ナ スの 効 果 を

生 じ させ る危 険性 が あ る。 そ こで,通 常 は3色 以 内の 色

彩 に と どめ,か つ,す べ て のOHP教 材 の間 で で きる だ

け統 一 を保 つ よ うに配 慮 し た。

OHPシ ー トに 色 彩 を つ け る に は,水 溶 性 ペ ン ま たは

油 溶 性 ペ ン を用 い る方 法 と,の り付 きの カ ラ ー ・シー ト

を は りつ け る方 法 とが あ るが,カ ラ ー ・シー トの 方 が 鮮

明 で あ りか つ 投 映 した感 じ も良 好 で あ るの で,今 回 試 作

した教 材 で は,カ ラー ・シ ー トを 採 用 した 。 カ ラ ー ・シ

ー トに は,赤,ピ ン ク,黄,茶,青,緑,燈 な どが あ る

が,今 回 は主 とし て,赤,ピ ン ク,黄,茶 青 を用 い た。

OHPで 色 彩 を つ け る目的 は二 つ で あ る。 そ の一 つ は

説 明 し よ う とす る ポ イ ン トの 明確 化 と も う一 つ は学 習者

を楽 し く させ長 時間 の講 義 に 変化 と潤 い を与 え る こ とで
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ある。

色彩をつけるときに注意すべ きことは同一項目の色を

統一し,そ の色を見ただけで何をいおうとするかを理解

させることである。たとえば入力装置は赤,記 憶装置は

ピンク,流 れを示す矢印は青など,全 体を通じて統一す

ると学習者を混乱させることな く理解させることができ

る。

4.試 用結果とその反響

今回作成したOHPフ ィルムはこれか ら情報処理の分

野を勉強しようとする人々,つ まり初級情報処理技術者

の教育用のフィルムである。これはオーバレイ等を含む

シー ト数で約300枚 を要する画面を150枚 のベースに編集

し,第1部 データ処理の基礎29枚,第2部 ハー ドウェア

38枚,第3部 ソフトウェア50枚,第4部 コンビ。ユータの

利用33枚 とした ものである。

さきにも述べたような各種の技法を駆使して作成した

これらフィルムを実際の教育の場で試用してみた結果,

数人の講師か ら得 られた感想にはつ ぎのような ものがあ

った。

『画面に盛込まれた情報量が適切なので学習者を混乱

させることがない』 『カラーの配分が多すぎることがな

いので学習者が楽しく見ることができる』

『専門家の手による現物に近い図や絵が入 っているの

でイメージを伝えやすい』

などである。

とか くこれか ら情報処理の分野に入ろ うとする者にと

って は,機 器 とその 利 用 法,そ れ を含 む シ ス テ ムお よ び

ソフ トウ ェア,シ ス テ ムの 目的 等 が 一 連 の 講 義 の 中 で つ

ぎつ ぎ と展 開 され る こ とに 目 を ま わ し消 化 不 良 を起 こす

の が 通 例 で あ る。

従 来 の 映 画,ス ライ ドな ど を使 った 教 育 で は そ れ が 多

分 に 見 られ た が,こ のOHPで は 講 師 は つ ね に学 習者 の

反 応 を み な が ら,話 しの順 序 を 変 え,あ る い は,同 じ画

面 を何 度 か く り返 し て見 せ るな どし て フ ィー ドバ ッ クさ

せ る こ とが 可 能 とな った。 逆 にい え ば講 師 が この よ うに

多 元 的 な 講 義 を進 め ざる を得 な い とい うの は,さ ま ざま

な 分 野 の 概 念 を複 合 した 情 報 処 理 の 教 育 に よ くマ ッチ し

て い る とい え る。

5.む す び

当財団では,こ れらの研究成果を報告書 ※2と してと

りまとめ,公 表している。

その内容は,さ きに述べtcよ うなOHP技 法を総論と

し,各 論ではOHP画 面のそれぞれについてその利用法

をコメン トしている。すでに,こ れらOHPを 教育シス

テムとして採用したいという申込みが数例あるが,150

画面のOHPフ ィルムその ものを頒布するとなるとやや

高価になるので,さ きの報告書中に掲載した原画を原寸

大に拡大した ものを印刷物として頒布し,こ れを基にし

て利用者が自由に手を加えて使 っていただけるようにす

ることを考慮している。

(樋 口 守 ・普及課)

■

あ

※148-EOO1「 初級情 報処理技術者教育に関 す る調査研究一 初級 テキス トの効果的利用 を 目指 して一 」

※249-EOO1「 初級情 報処理 技術者教 育に関 する調査研究一 〇HP教 材の開発 と利用方法の研究」

関係出版物

上級情報処理技術研修ガイドブック 全10冊

中級情報処理技術者育成指針 全2冊

初級情報処理技術者育成指針1冊

情報処理技術者初級テキス ト 全3冊
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ミニ ・コ ン ピ ュ ー タへ の集 中化 と

東 欧 と の提 携 を 進 め る北 欧 メ ー カー

一 北 欧 の コ ン ピュー タ事 情

●

は じめに

ス ウ ェー デ ン,デ ン マ ー ク,ノ ル ウ ェー,フ ィ ン ラン

ドの北 欧4カ 国 は,人 口が あ わせ て2,200万 人 に す ぎな

い が,1974年 末 現 在 の汎 用 コ ン ピュー タの使 用 状 況 は設

置 金 額 で4,296億 円,台 数 で は2,971台 に達 し,欧 州 で

は,西 独,英,仏,伊 に次 い でい る。

しか しな が ら,北 欧 の コン ピ ュー タ ・メー カー に と っ

て,確 か に,北 欧市 場 は コン ピ ュー タ産 業 を支 え る には

余 りに 小 さす ぎ る。 し た が って,各 メー カーは,国 内市

場 だけ を よ りど ころ とせ ず,初 めか ら世 界 市 場 を その マ

ー ケ テ ィン グ の対 象 とし て考 えて きた
。

NCR

Univac

9.5～10,8ク6

合 計金額:4296億 円

IBM

56.5～6296

設 置金 額ベ ース

IDC調 べ

図一1北 欧 汎用 コンピ ュータ市場の

メーカー別 シェア(74年 末)

こ うし たな か で,北 欧 の 各 国政 府 は コ ン ピ ュー タに 対

して 自 由貿 易 政 策 を と って きた 。 さ らに 官 公 庁 調 達 に お

い て も,他 の 主 要 国の よ うに 国 内企 業 を 優 先 す る よ うな

政 策 す ら もと られ て は い な い 。 この よ うな 点 は,全 力 を

あ げ て 国 内 コン ピ ュー タ産 業 の 育 成,強 化 に 取 り組 ん で

きた仏,英,西 独 とい った 欧 州 主 要 国政 府 とは きわ だ っ

て違 う点 で あ ろ う。 だ が,こ の よ うな 放 任 主 義 は,見 方

に よれ ばた と え ば,Saab-Scaniaが 本 体 事 業 撤 退 とい う

よ うな 思 い 切 った方 針 を決 定 す る よ うな 場 合 に は 助 け に

な った と もい え よ う。

本体事業からの撤退を進めるDatasaab

ス ウ ェ ー デ ンのSaab-Scania社 は,自 動 車,航 空 機

で よ く知 られ て い るが,そ の デー タ 事 業 部 門 で あ る

Datasaabは 全 社 の売 上 げ の13%を 占 め る。Datasaabは

これ ま で ミニ ・コ ン ピ ュー タ やバ ン キ ング ・ター ミナル

で 非 常 に 成 功 を お さめて きた が,汎 用 コ ン ピ ュー タで は

思 うよ うな 業績 を あ げ る こ とが で きな か っ た 。 そ の た

め,Univacと 提 携 す る こ とに よ つて,利 益 の あ が らな

い 本 体 事 業 か ら身 を 引 き,得 意 の ミニ ・コ ン ピ ュー タ,

バ ンキ ング ・ター ミナル,オ フ ィス ・コン ピ ュー タに全

力 を注 ぐ作 戦 に 出 た わ け だが,も し本 体 事業 に政 府 の 多

額 の 補 助 金 や 買 入 れ 優 先 策 を 受 けて い る欧 州主 要 国 メー

カ ーだ った ら,政 府 の 反 対 で 簡 単 に この よ うな 行 動 に 移

れ な か った の で は な か ろ うか 。

手 を引 く契機 とな った のは,D5ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ

の 予想 外 の成 功 に よる もの とみ る こ とが で きる。 当 時,

中一 大 型 コン ピ ュー タD23の 開発 が 予 想以 上 に経 費 と時

間 を 費 し,財 政 的 に 追 い つ め られ て い たDatasaabは
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1973年,D5の 生 産 体 制強 化 の た め,思 い切 った 政 策 に

踏 み 切 った。 すな わ ち,D22,D23メ/ン フ レ ー ムか ら

手 を引 き,そ の生 産 力お よ び研 究 開 発 の 総 力 をD5ミ ニ

・コ ン ピ ュー タに 結 集 させ よ う とし た わ けで あ る。 しか

し この よ うな 思い 切 一、た計 画 を敢 行 す る過 程 に お い て

は,SaabScania社 は 従 来 の 顧 客 お よ び{]堺 市 場 に 対 し

て きわ めて 慎 百か つ 誠実 な ス ウ ェー デ ン的 方 法 で これ を

実 現 に 移 そ う とし た。 た と えばRCAの よ うに,本 体,jI

業 か ら乎を 引 く時 に そ の カ ス トマー ・ベ ー スを コ ス ト的

に 最 も得 をす る と考 え られ る相 手に 譲 る こ とを 考 え た

な ら,そ れ も十 分 可 能 で あ った が,そ うは しな か った。

代 わ りにSaab-Scaniaは 多 く の メイ ン フ レー ム ・メ

ー カー を 交 えて ,2年 間 に もわ た って この 問 題 を 検 討

し,最 終 的 にUnivacと 提 携 す る こ と で 同 意 に 達 し

Saab-Univac社 を設 立 し た 。Univacを 選 ん だ理 由は,

IBMを 除 外 した 時,Univacが ス ウ ェー デ ン市 場 に お

い て 最 も信頼 で きる存在 で あ った こ とが第1の 理 由 に あ

げ られ て お り,次 に,Univac1100シ リー ズ の デ ー タ通

信 機能,デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メン ト ・ソ フ トウ ェア

がD22,D23ユ ー ザ ー の将 来 の 要求 に最 も合 致 す る と考

え られ た か らで あ る。 ま た,こ れ ま で のD22,D23ユ ー

ザ ー の 要 求 に 応 え て,少 な くと もUnivac1100シ リー ズ

へ の 橋渡 しを す る ソ フ トウ ェア が 準 備 され るか,も し く

は その 後 続 機 種 が 発 表 され るま では 現 状 の ま まの 体 制 を

維 持 す る とい う方 針 を とった 。 さ らに,現 在 の ユ ーザ ー

が 不 当な 扱 い を受 け る こ とが な い よ うに とい う 配 慮 か

ら,Saab-Univac社 の51%の 権 利 を掌 握 す る こ とを あ

え て 主張 した 。

こ うし て,1975年4月,Saab-Univac社 が 発 足 し,

北 欧4カ 国 でUnivacの 全 製 品 お よ びDatasaabの

D20シ リーズ の販 売,サ ー ビス活 動 を開 始 し た。 社 員は

Datasaab(2800人)か ら300人,Univacか ら500人 が 移

され た 。 や が てD22お よ びD23の 生 産 が 完 全 に 中 止 に な

るま で は,Dシ リーmズは 当 面Datasaabが 製 造 し,Saab-

Univacに よ って保 守 され る。

Saab-Univacは 現 在,着 々 と公 共 機 関 の 調 達 を 獲 得 し

て い る。 た と えば ス ウ ェー デ ン 国防 省 は,D22の リプ レ

ー ス機 種 にUnivac1100/21と1100/11を 決 定 した 。

また ス ウ ェー デ ン水 力 委 員 会 はUnivac1100/40を 購 入

した。 国 防 省 との 契 約 額 は2000万 ドル に 達 す る 見込 み と

い わ れ て い る。UnivacはSaabと 提 携 す る こ とに よ っ

て 政 府 機 関 の 好 意 を うけ,IBMそ の 他 メー カー との競

争 に お い て有 利 に な って い る こ とは ま ちが い な い。

Datasaabに と って 残 念 な こ とは,マ イ ク ロプ ログ ラ ム

の で きるD23は 非 常 に 進 ん だ シ ス テ ム と思 わ れ る の に,

そ れ をIBMそ の 他 の 巨大 企 業 と競 って売 る に は,余 り

に大 きな 資金 が必 要 と され た こ とで あ る。 だが とにか く

こ うし て,実 に巧 み に 本体 事業 か ら手 を引 く こ とに成 功

し たDatasaabは,今 も う1つ の道 を歩 み始 め て い る。

そ れ はD15オ フ ィ ス ・シ ス テ ムで あ る。D15は,74年 初

め に 買 い取 ったFacit社 デ ー タ機 器 部 門 の6501を オ リ

ジ ナル に して い る。Facitか らは 同 時 に,数 百 名 か らな

る輸 出部 門 を買 い 取 っtの だが,こ れに よ り欧 州 で のD

15マ ー ケ テ ィン グ は非 常な 成 功 をお さめ てい る。 ま た,

米 国 にお け る テ ス ト ・マ ー ケ テ ィン グ に対 す る反 応 も良

好 とつ た え られ て い る。

活 況 を呈す るバ ンキ ング ・マーケ ッ ト

北 欧 で は,銀 行 がEDP利 用 開発 の 中心 の 一 つ に な っ

て い る。1976年 にSWIFT(全 世 界銀 行 金 融 テ レ コ ミ

ュ ニケ ー シ 。ン協 会)の 国際 ネ ッ ト ・ワー ク ・シ ス テ ム

が 設 置 され る こ と も加 わ って,そ の マ ー ケ ッ ト は 大 き

い 。Datasaabが これ ま で に最 大 の 成 功 をお さめ て い る

の も,銀 行 市 場 を対 象 とし たD5ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ ・

ベ ー ス の バ ン キ ン グ ・タ ー ミナル で あ る。 これ は北 欧 を

中 心 に 約1万 台 が売 られ た。 自信 を つ けtDatasaabで

は 米 国 市 場 に も進 出 し,現 在FirstNationalCityBank,

BankersTrust,ChemicalBank,な どで 試 験 的 導 入 を

行 って い る。

フ ィン ラン ドで は,Nokia社 が 同 じ く バ ン キ ング ・

ター ミナル を開 発 した 。 同 社 のMikkoミ ニ ・コ ンを ベ

ー スに した もの で,主 と し て フ ィン ラ ン ドの 銀 行 に 設 置

され て い る。Nokiaは1975年1月,PhilipsTerminal

Systemsと 提 携 関係 を 結 び,フ ィン ラ ン ドと東 欧 で 協 力

す る こ とを 約 束 した。 この 提 携 の 最 初 の 成 果 は大 手商 業

銀 行HelsinginOsakepankkiカ 〉らの受 注 だ。 同 行 が古

くか らのIBMユ ーーザ ー とい うこ と もあ って,IBMの
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猛 烈 な 攻 撃 に,Datasaabの フ ィン ラン ド子 会 社 も加 わ

った 激 しい 競 争 の 末,勝 ち取 った もの だ った。

東 欧 側 の 巨大 な バ ンキ ング ・ター ミナル市 場 が 全 て の

ター ミナル ・メー カー に と って 魅 力 の あ る もの で あ る こ

とは い うま で もな い 。Datasaabは 現 在 モ ス ク ワで2つ

の 契約 合 戦 で首 位 を 走 って い る。 まt同 社 は74年12月

ハ ン ガ リー のVideotonと 契 約 を 交 わ し,Datasaabの

ター ミナ ル と ソフ トウ ェア,VideotonのVT-1005ミ

ニ ・コン の ジ 。イ ン ト ・マー ケテ ィン グを 取 り決 めた 。

これ に よ ってDatasaabは 東 欧 側 諸 国 に お い て 有 利 な 地

位 を 獲 得 す る と同 時 に,他 の プ ロ ジ ェ ク トに お い て も協

力 体 制 に入 る こ とに な った。 た と えば,Videotonは ソ

フ トウ ェア開 発 契 約 を獲 得 し たが,こ れ は 金 額 で こ そ

35,000ポ ン ドと小 さい が続 い て他 の 契 約 も取 れ る もの と

期待 され て い る。

東 欧 に 良 質 の ソフ トウ ェア ・エ ン ジ ニ アが 多 い こ とを

発 見 し たの は,デ ン マー クのRegnecentralen社(RC)

だ った。RCは 以 前 に ポ ー ラ ン ドの エ ン ジ ニ ア とプ ログ

ラ ム開発 契 約 を結 ん だ こ とが あ ったが,ま た近 々協 力 関

係 を もつ とい う。

本体 事業 に復帰 す るRegnecentralen

Regnecentralen社 は今,着 々 とコ ン ピ ュー タ製 造 事

業 へ の 復帰 を 進 めて い る。1972年,第3世 代 機RC4000

で 思 うよ うな 業 績 を あ げ る こ とが で きず,500万 デ ン マ

ー ク ・ク ロー ネ(1ク ロー ネ ≒54円)の 欠 損 を 出 した 時

に はRCの 将 来 は 困 難 な もの に な る こ とが 予 想 され た。

その 中 でRCは,R&Dス タ ッフの ほ とん どを 解 雇 し,

RC4000の 後 続 機 種 開発 計 画 を中 止 した。 だが その 後3

年 の間 に,周 辺 装 置 とサ ー ビス で着 実 に 収 益 を あ げ,

1974年 の売 上 げ は135百 万 ク ロー ネ と体 勢 を も ちな お し

た。 そ うし て3年 の空 白 の 後 の1975年 夏,RC4000の 後

続 機 種RC8000を 発 表 し て本 体 事 業 に 復 帰 す る こ とにな

った わ け で あ る。 詳 細 は 明 らか に され てい な い が,RC

8000は 規模 で は 中型 機 に属 し,LSI技 術 を と りい れ た

もの とい う。 出 荷 は76年4月 の 予 定。 ま た75年1月 に

は,サ イ クル タイ ム800ナ ノ秒,64Kバ イ トの ミニ'コ

ンRC6000を リ リー ス して い る。

組合 によるシステム監視の動き

ノル ウ ェー に お い て は 伝統 的 に産 業 組 合 が コ ン ヒ。ユ一

夕 ・シ ス テ ムの イ ン パ ク トを監 視 し て きた。 これ ま では

仕 事 場 の ター ミナル は一 方 向,つ ま り労 働 者 が 結 果 を プ

ラ ニ ン グ ・シ ス テ ムに報 告 す る だ けの もの で あ ったが,

現 在 労 働 者 側 が 要求 して い るの は シ ス テ ム に 問 い合 わせ

を す る権 利 で あ る。 そ うす る こ とに よ って,管 理者 が第

1次 デ ー タ を加 工 して 作 成 した デ ー タは もち ろ ん の こ

と,経 営 者 側 と同 じデー タに 組 合 も個 人 もア ク セ スで き

る よ うに し よ う とい う もの で あ る。 この 場 合,組 合 が 選

ん だ1人 の デ ー タ監 察者 が 直接 情 報 に ア クセ スす る こ と

に な るが,EDP要 員 は 彼 に 平 明 な 言葉 で,計 画 中 の シ

ス テ ム の 内容 を伝 え る こ とを 義 務 づ け られ て お り,も し

そ の新 シ ス テ ム が仕 事 に 支 障 を きた す 疑 い が あれ ば,組

合 は シ ス テ ム の機 能 を検 討 し,必 要 が あれ ば シス テ ムを

中 止 させ る権 利 を も持 って い る。

この 計 画 は4つ の 産 業 で試 され,金 属 工 業,ゴ ム工 業

で は 労 使 双 方 の 積 極 的 な 評 価 が 下 され た。 テ ス ト会 社 の

1つ にKongsberg社 が あ る。 同 社 は タ ー ミナ ル生 産 部

門 を もつ 国有 会 社 だが,数 年 前 に 開発 し た オ ン ライ ン生

産 シ ス テ ムKVPOLが,KNデ ー タ ・デ モ ク ラシ ー"問 題

に組 合 を導 く こ とにな った一 要 因 で あ る。

Kongsberg社 は 最 近 あま りニ ュー スが な い が,ノ ル ウ

ェー の も う1つ の コ ン ピュー タ ・メー カーNorsk社 は

最 近 激 し い 国際 競 争 の 中,数 件 の 輸 出 契 約 を獲 得 して い

る。CERN(欧 州 核物 理 研 究 機 関)か ら73年 に1000万

ノル ウ ェー ク ロー ネ(1ク ロー ネ:59円),続 い て 最近

1200万 ク ロー ネ の受 注,ま た74年 に はWMO(世 界気 象 機

構)と ア ル ジ ェ リア気 象 研 究 所 か ら計100万 ポ ン ドの 契

約 を獲 得 し て い る。 同社 は67年3人 の 技 術 者 に よ り作 ら

れtも の で,現 在 の社 員数 わ ずか140人 の 小 さな 会 社 だ

が,そ の 急成 長 は注 目 に値 す る。74年 の同 社 の 売 上 げは

前年 比60%増 の3800万 ク ロー ネ に達 し,利 益 は260万 ク

ロー ネを あ げ た。 ベ ス トセ ラー機 種 は パ ワフ ル な16ビ ッ

ト ・マ シ ンのNord10で,Mitra15を 出 し たCII,

Siemens,Philips,DEC,DG,HPな どを 抑 え てCERN

か らの 受 注 を 獲 得 した 機 種 で あ る。 ま たNord50は ヘ ビ

ーな 数 学 的 ジ 。ブ 向 きの マ シ ー ンで,WMOか ら50台 受

一41一



ノ1PZ)ECジt－ ナ ル

注 し た。

現 在 ノル ウ ェーの 議 会 では,国 産 メー カー に 対 す る優

先 買 い入 れ策 が 論 議 され てい るが,援 助 を望 むKongs・

bergに 対 して,Norskは その 売 上 げ の 半分 は 輸 出 で 上

げ てい るた め無 関 心 だ とい う。

スウェーデン政府の困惑

再 び ス ウ ェー デ ン に も ど って,政 府 は4月 のSaab-

Univacの 成 立 の 後,妙 な 立 場 に い るの に 気 づ い た 。 と

い うの は 同 政府 はStansaab社 の 株 をSaab-Scaniaと

半 分 ず つ わ け も って お り,そ のStansaabはATC(航 空

管 制)シ ス テ ム とAlfaskopVDUタ ー ミナル を 主 要 製

品 と して い るが,そ の ど ち ら もUnivacと 真 向 か ら競 合

して い るの で あ る。 そ のUnivac製 品 の マー ケ テ ィング

をSaab-Univacが して い るの だか ら。 さ らにStansaab

は 姉 妹 会 社Saab-Univacと 競 争 して い る だ けで な く,

親 会 社Saab-ScaniaのDatasaabと も競 争 して い る。 と

い うの は,Stansaabの コン ピ ュー タ,Censer932は

ATCシ ス テ ムの 他,病 院 用 リアル タ イ ム看 護 シ ス テ ム

に使 わ れて い るが,最 近Datasaabも 同 じ医療 シ ス テ ム

分 野 に 進 出 しナこの で あ る。

事 を さ らに 複 雑 に す る こ とに,DatasaabはSaab-

Scaniaの 航 空 部 門 と も,主 とし て協 力 関係 に あ る の だ

が,一 部 で は競 争 も して お り,航 空 部 門 のSaab-Scania

330と い うデー タ収 集 シ ス テ ムに はDatasaabのD5で

D22.23コ ン じ ユ 一 夕

[

D5ミ ニ ・コ ン

D15オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ

バ ン キ ン グ ・タ ー ミナ ル

医 療 シス テ ム

は な く,Varianの ミニ コ ンが 使 用 され て い る。 ま た

ESROとFrenchAriane通 信 衛 星 計 画 用 に,航 空 部

門は 自身の サ テ ライ ト ・コ ン ピ ュー タ を作 って い る。

こ うした 混 乱 状 態 に よ り,ス ウ ェー デ ン政 府 は,"競

争 の図 式 が は っ き りしな けれ ば"コ ン ピ ュー タ ・メー カ

ーー－ec対す るR&D助 成 金 を打 ち切 る とい う姿 勢 を と る こ

とにな った。1975年 の コ ン ピ ュー タ ・テ ク ノロ ジー 研 究

に 対 す る 国の 補 助 金 と ロー ン予 算 は2,600万 ク ロ ー ネ

(1ク ロー ネ ≒75円)だ が,そ れ は全 て シ ス テ ム ・ア プ

リケー シ 。ン研 究 に 向 け られ,主 とし て大 学 に つ ぎ こま

れ た。

メー カー の政 策 に 立 ち入 らな い とい う方 針 か ら,Saab

とUnivacの 提 携 を黙 認 し て きた政 府 だ ったが,そ れ で

も,Saab-Univacの 成 立 数 週 間 後,産 業 相Rune

Johanssonは 初 めて 公 的 に,ス ウ ェー デ ン での メイ ン フ

レ ー ム製 造 中止 とい う事 態 を伴 っtDatasaabとUnivac

の この交 渉 を批 判 した。 この 意 見 は政 府 がStansaabか

らSaab-Scaniaを 追 い 出 し て100%国 有 に す るか もし

れ な い とい う警 告 と も とれ る。 こ うい った 意 見 は す でに

1年 前 か ら2人 の社 会 民 主 党 の議 員か ら出 され て い た も

の で,彼 らはDatasaabとStansaabが 競 争 関 係 に あ る

に もか か わ らず,Stansaabの パ ー ト ・オ ー ナー と して

のDatasaabはStansaabの 将 来 の 計 画 を 見 通 す こ とが

で きる とい う不 自然 さを指 摘 し て い た。Saab-Univac

が で きた今 日で は この意 見 は よ り強 くな ってい る。

ス ウ ェー デ ン政 府50%

Stansaab

Censer932

ATCシ ス テ ム

レミ療 シス テ ム

AlfaskopVDU

Univacス カ ン ジナ ビア

Univac全 製 品 お よ び

[DatasaabのD20シ リー ズ の 販売

図 一2ス ウェ ー デ ンの コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ 一
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こ うい った 意 見 はSaab--Scaniaに は 受 け入 れが た い

もの だ が,一 方,Stansaabは,そ の主 力 製 品 で あ るA

TCや 病 院 シ ス テ ムが 公 共分 野 向 け で あ る テこめ,完 全 国

有 会 社 に な って もマ ー ケ テ ィン グ上,不 利 に な る こ とは

な い だ ろ う。

Stansaabは 東 欧 側 の 国有 機 関 との 大 きな 取 引 き を い

くつか もの に して きた。 そ の1つ で きわ め て大 きな もの

に,75年 秋 の ソ連 のATCシ ス テ ムTERCASの 受 注 が

あ る。 仏 のThomson-CSF,米 のUnivac,IBM,

Raytheon,Lockheedと の激 し い競 争 の末 獲 得 しナこもの

で,契 約額 は7200万 ドル 。 これ は 同 社 の1974年 総 売 上 げ

の3倍 に も達 す る額 で あ る。Stansaabの よ うな 小 さな

会 社が ソ連 の大 型 契 約 を獲 得 した 背 景 に は,ソ 連 側 が ス

iIIPDECジ ・一 ナ ルG

ウ ェー デ ン との 貿 易 額 を 増 や した い とい う希 望 を も って

い た こ とや,ス ウ ェー デ ン政 府 の バ ック ・ア ッ プが あ っ

た とい われ る。

以 上が,コ ン ピ ュー タ ・メー カー を 中心 とし た最 近 の

北 欧 の 動 向 で あ るが,大 きな 流 れ とし て あ る の は,ミ ニ

・コ ン ピ ュー タへ の集 中化 と,東 欧 側 との提 携 とい って

よい と思 う。 ま た,Saab-ScaniaとUnivacに よ るマ

ー ケ テ ィン グ提 携 だが
,こ れ は第1段 階 に す ぎな い とい

われ る。 次 の ス テ ップは 何 か,そ して い つ だ ろ う か。

Sperryの 関心 は,Saab-Scania航 空 部 門 の ロボ ッ ト ・エ

レ ク トロニ クス に あ る とい う推 測 もあ るの だが。

(山 城 信 子 ・調 査 課)

一43一

一



ノ〃)L)ECジ ャー ナ ル

漢 字 と 私

・一・一そ の 日 本 的 な る もの 一一

いわゆる日本的な ものへの見直しとか関心の高ま りと

い うのは,こ こ数年来の顕著な現象のようで,日 本語に

関する論議 もその一つであろ う。新聞などで日本語ある

いは漢字の特性を題材にアイデアを活かした広告を見か

けることがあるし,雑 誌などで国語問題の特集が組まれ

ているの も珍しいことではない。

情報処理において も,私 達の日常の言葉である日本語

による入出力の必要性が問われて久しい。 日本語の表記

に用いる文字の うち,仮 名文字,ア ルファベット,数 字

な どは情報交換用の符号としてすでに標準化 されている

が,漢 字については,そ の文字 としての特異性か ら,こ

れまでJIS制 定が保留にされてきた。私の所属する技

術課では,例 年情報処理に関する標準化の基 礎 調 査 と

JIS原 案作成の事業に関係して きたが,そ の一つとし

て,49,50年 度にわたって 通商産業省工業技術院より

「情報交換のための漢字符号の標準化に関する調査研究」

を受託して,私 も,つ い この間までその報告書の作成作

業に追われたものだった。

JIS制 定を目的 とするこの調査研究は,東 大の森口

繁一教授を委員長 として,各 界の有識者である30名の委

員によ り構成 される 「漢字符号標準化調査研究委員会」

を中心に推進されてきた。そして,こ れまで2年 間にわ

たる委員会での審議 も煮詰ま り,規 格の原案 も整 った。

日本語や漢字に対する社会的関心の高いことから考えて

も,こ の標準化(案)に 対する反響は相当あるものと予

想され,事 務局の一人 としてこの仕事に携 ってきて,そ

の責任の重 さを痛感している。

この調査研究の主な問題点は,符 号体系の確立 と文字

の選定にあ り,特 に漢字の扱いをどうするか ということ

が論議の中心になった。今回標準化の対象となったのは

漢字 だけではなく,日 本文表記に用いられる図形文字全

般であり,すでにJIS化 されている仮名文字等のほか,

ギ リシア文字,ロ シア文字,特 殊文字等 も含 まれ て い

る。日本語の表記法は,言 葉の実質的な意味を漢字で表

し,形 式的な部分は仮名で表す漢字仮名湿 り文であ り,

漢字の役割と機能は非常に重要である。委員会では,ま

ず現行の漢字使用の実態に即して,字 種を抽出する作業

を行なった。

そして各種漢字表を母集団としてクラスタ解析手法に

よ り漢字が抽出された段階で,字 体と配列法が問題 とな

ってきた。つま り画一的な基準を持たない漢字特有のこ

の二つの難題を,基 本的な原則を設けて取 り扱わねばな

らないということである。漢字の集合に関しては二つの

水準に区分 して考えることになっナこので,そ の配列につ

いても,検 索の便利 さを考えて,使 用率の高い基本的な

漢字集合には今 日最 も代表的 と思われる五十音順の配列

法を適用し,も う一つの集合に対しては字形か ら索引で

きるよう部首別画数順によることにな った。一方,異 体

字の取扱いに関しては,原 則は設けたものの実際にはそ

れに従 って行なった作業の過程で さらに困難を感じるこ

とが少なくなか った。たとえば異体字を統合して一字 と

するか又は別々に扱 うか,正 字 と簡易字体のどちらをよ

り代表的な字体として採 るか等々,一 字一字について検

討を重ね,判 断の拠 り所を求めて悪戦苦闘の連続であっ

た。

漢字を扱っているとい うので,側 からみるといかにも

面白そ うに見えるらしいが,私 達の作業は漢字一字一字

についての ものであ り,文 章 としての言葉や熟語として

ではないので,実 はあま り面白い話題は提供できそうに

ない。それ も漢字は難しいという一種の強迫観念に襲わ

れていたせいではないか と,近 頃少々残念に思わないで

もない。生来,粗 雑でいい加減にできているらしい 自分

の 癖 が 明 らさまになったようで良い教訓になったと思

う。
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と ころ で面 白 さか らい え ば,地 名 ・人 名 の 固有 名 詞に

使 われ る漢 字 が そ の 筆 頭 か もし れ な い。 地 名 に は歴 史的

な 背 景 を,人 名 に は それ ぞ れ の両 親 の願 い や,ユ ニ ー ク

な 発 想 を感 じる。 私 の 知 人 に,(ひ ろ し),(ゆ たか),

(あ き ら)… …(cf.右 図)と い う3人 の 兄 弟 が い る。

私 も名 を選 ぶ権 利 を あた え られ た と きに は,そ の よ うな

文 字 そ の もの に 意味 を持 たせ た名 前 を 考 えた い と思 う。

も ちろ ん,法 律 の 許 す範 囲 を超 えて ま で ヒ ネ ッて み るつ

も りは な い。 … … な ど と思 うのは,や は り私 も日本 的 な

発 想 の 持 主 だ か らな の で あろ うか 。

感 じ る 漢 字

花 一花,龍 一竜 …
一飲 ・頚 一芸

銀 座,白人町 茄 場,

森宅 霧霧 島冒七為談

練 熟栖 募獅 ・,徽,

一 異体客

本 字

地 名

人 先

制 客!?

(高橋真理子 ・技術課)
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ら
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泪 藁 埜 錬 楳

脹i草 雅 蜜 趾

掘 妖 栖 署 全

剤 粂 謙 糾 嶋

根 棊 躰 等

姻 膜 盃 唇

涙 稿 野 鉄 梅

朗 群 鶏 蚊 恥

蛾 秋 棲 略 同

隣 松 翻 糺 島

糧 棋 体 算

煙 幕 杯 唇

問

意
味
が
同
じ
で
も
、
字
が
違
う
漠
字
が
あ
る
。
峰

・峯
と
い
う
よ
う
に
。

さ
て
、
次
の
漬
牢
の
も
う

一
つ
の
字
は
?

答

一 都筑道夫著 漢字面白事典(主 婦 と生活社)よ り
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提 供 ソ フ ト ウ ェ ア の 紹 介

当財団では,情 報処理の高度化,効 率化をはかるため,汎 用性の高い各種シ

ステム,ソ フ トウェアの研究開発な らびにそれらのソフ トウェアの内容の充実

と広く一般の利用に供し得るための体制を整えている。

その体制の整ったソフ トウェアの貸付方法,価 格および今後発表予定の もの

等について紹介する。

提 供 ソ フ ト ウ エ ア

ー 一.

た1ソ フ トウ・ア名1概 要

1

オンライ ン文 献検 索 シ

ス テム

(JOLDOR-1)

TSSの もとで稼動す るオ ンライ ン文献検索 シス テムで コンピュータ と会話 しなが ら希望す る文献 を

繰 返 しさがす ことがで き,文 献情 報はハー ド ・コピー もで きる。

稼動機種:FACOM230-60

2

異機種間汎用言語 ・デ

ータ変換 プログ ラム

(PROG-CNV&

DATA-CNV)

異 機種間におけ るプ ログ ラム,デ ー タの共 同利用 を可能 とす るために,必 要 とされ る変換作業の省力

化(変 換期間の短縮,変 更費 用の削減)を 目的 とす るシステムであ る。変換可能機種は,国 産代 表機

種 な らびにIBM-360で あ る。

稼動機種:FACOM230-60

3

プ ログ ラ ム ・テ ス ト ・

デ ー タ ・ジ ェ ネ レー タ

(PRO-TEST1)

プ ログ ラム ・テス トにおけるテス ト・データの作成 を自動 的に行 ない,そ の作業稼 動能力 をあげるシ

ステムで,希 望 す るテス ト・データを容易 に短時 間で得 ることがで きる。

稼動機種:HITAC-8300/8400/8500

4

マ ー ク ・カー ドに よ る

FORTRANプ ログ ラ

ミ ング ・シ ス テ ム

(FORMRK)

FORTRAN-JIS-7000を 対象 としたプ ログ ラミング教育用 として開発 され,パ ンチ レス方式 による教

育効果の向上 をめ ざし,特 に教 育担 当者 に とってわず らわしい雑務 をカバ ーす る ことがで きる。

稼 動機種:HITAC-8400/8450

5

汎用 グラフ ィック言 語

(UNGL)

FORTRAN言 語をベ ース とするプ リプ ロセ ッサ形式の システムで,2次 元や3次 元の複雑 な図形 を

有 するグ ラフ ィック ・アプ リケーシ ョン ・プ ログ ラムを容易 に作成す る ことが で きる。

稼動機種:HITAC-8450/8811

6

FASPフ ロー チ ャー

ト作 成 プ ログ ラ ム

(FASPFLOW)

FASPア セ ン ブ ラ言 語 の ソ ース ・プ ロ グ ラ ム を入 力 し て,そ の プ ロ グ ラ ムの フ ロ ーチ ャー トお よ び

関 連 リス トを コ ン ピ ュー タで 自動 的 に 作 り出 す シス テ ムで,プ ロ グ ラ ム ・デ バ ッグ お よび ドキ ュメ ン

テ ー シ ョ ンの整 理 な どに威 力 を発揮 す る。

稼 動 機 種:FACOM230-60/75

7

統 計 集 計 プ ログ ラ ム ・

ジ ェ ネ レー タ

(STAGE)

統計表 を簡単な問題向 き言語で作成す る ことがで きるジ ェネ レー ト形式 のシステムで,専 門 プログ ラ

マな しに統 計表作成 を容易に,し か も迅速 に行な うことが で きる。

稼動機種:HITAC-8450
TOSBAC-5600

8

デ ー タ ・チ ェ ック ・プ ロ

グ ラ ム ・ジ ェ ネ レー タ

(DATACHECK)

データ ・チ ェックおよびエ ラー ・データに対 す る自動修正(択 一修正,定 値修正等)を ,簡 単な問題

向 き言 語で行 な うことがで きるジェネ レー ト形 式の システムで,デ ー タの論理 的なチ ェック ・ミスの

大幅 な減少,チ ェック ・プ ログ ラム作成 のス ピー ド・ア ップがはかれ る。

稼動機種:HITAC-8450

一46一



/1PZ)ECジ ャ ー ナル

、

ソフ トウェアの貸付方法等について

利用期間により長期,月 単位および短期貸付の3通 りの方法があり,ユ ーザーに適した利用法が選べる。

貸 付 の 種 類
　

貸 付 期 間}基 本指導サービス 貸 付 物 件

長 期 貸 付

月 単 位 貸 付

2年 単 位

1カ 月 単 位

短 期 貸 付 5日 単 位

56時 間 以 内

28時 間 以 内

7時 間 以 内

●オ ブ ジ ェ ク ト ・プ ログ ラム

●解 説 書

●操作説明書

(基 本 指 導 サ ー ビ ス時 間 は,ソ フ トウ ェ アに よ り異 な る。)

(注)プ ログ ラム ・テ ス ト ・デ ー タ ・ジ ェ ネ レー タ に関 して は,情 報 処理 振 興 事 業 協 会 の 規 定 に従 っ て貸 付 を行 な う。

ソフ トウエア標準貸付価格およびマニュアル価格について

●

●

・・1)
.　=;元 一 …一 三二 言 ㌶藷 謙 驚璽綴 喜露量i

1

-

2

-

3

-

4

-

5

-

b

7

-

8

オ ンライ ン文献検 索 システム

(JOLDOR_皿)1,450

異機種 間汎 用言語・データ変換プ ログ ラム
(PROG-CNV&DATA-CNV)

PR.OG820

DATA600

プ ログ ラム ・テ ス ト・デ ー タ ・ジ ェ ネ レー600

タ(PRO-TEST1)

マ ー ク ・カー ドに よ るFORTRANプ ロ490

グ ラ ミング ・シス テ ム(FORMRK)

汎 用 グ ラ フ ィ ッ ク 言 語3
,100(UNGL)

FASPフ ロー チ ャー ト作 成 プ ログ ラム900

(FASPFLOW)

統 計 集 計 プ ロ グ ラ ム ◆ジ ェ ネ レー タ2,300
(STAGE)

一..・ 一 ・

デ ー タ ・チ ェ ッ ク'プ ログ ラム'ジ ェ ネ レ2
,000一 タ(DATACHECK)

81

C
)

4

4

一

?
U

30

28

170

50

130

110

27

li:1

/
9.4

57

17

43

37

マ ニ ュ アル 価 格(単 位:円)

賛 助 会 員i－ 般

操作説明書1,400

解説書1,200

1セ ッ ト3,000

解 説 書1,100

解 説 書2,400

操 作 説 明 書1,200

解 説 書1,100

解 説 書3,300

操 作 説 明 書1,700

解 説 書3,100

操 作 説 明 書1,500

1,600

1,400

3,000

1,300

2,800

1,400

1,300

3,900

2,000

3,600

(賛助会員が使用す る場合お よび当財団設置の コンピュータと併用 して使用す る場合等には特 別貸付価格 を設けてい る。

なお詳細 については当財団振興課(内 線205)ま で照会 されたい。)

1,.800

今後発表予定のソフトウェアについて(昭 和51年4月 発表予定)

ソ フ ト ウ ェ ア 名 概 要

オ ンライ ン文 献検索 システム

(JOLDOR－ 皿)

ライ ンプ リンタに よる図表作成

ソス ァ ム

汎 用 マ ー ク ・カー ド編 集 シス テ
ム

す で に 開発 したFACOM-230/60タ イ ム シ ェア リング ・シス テ ム の 下 で働 く,オ ン ライ ン文 献

シス テ ムJOLDOR-1をFACOM-230/75用 に 変 換 す る と と もに コマ ン ドの 追 加 等 を 行 な

い,利 用 の面 に改 良 を加 え た もの で あ る。 稼 動 機 種:FACOM-230/75

統計情 報 を入力 す ることによ り,そ の値 ご とに異な る文字で ぬ り分 けた非常に見やす い図(分

布図,等 高線図な ど)お よびグラフ(棒 グラフ,折 れ線 グラフな ど)等 をライ ンプ リンタで作

成す るシステムであ る。稼 動機種:HITAC-8450,ACOSシ リーズ77NEACシ ス テム700

簡 単 な パ ラ メー タ(マ ー ク ・カ ー ドの 様 式 お よ び 出力 様 式 の 指 定)に よ り,複 雑 な マ ー ク ・カ

ー ド ・デー タ を入 力 し,磁 気 テ ー プへ 変換 す る汎 用 マ ー ク ・カー ド編 集 シス テ ム で あ る。

稼 動 機 種:HITAC-8450
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JIPDECだ よ
(ジ プ デ ッ ク)

り

◇当財団,名 称を変更

日本情報処理開発協会に

一 会長には植村甲午郎氏一

当財団は昭和42年12月 の創立以来,各 種事業を通 じわ

が国の情報処理振興につとめてきたが,近 く政府当局の

指導のもと関係2団 体 との統合が実現する運びとなった

のを機会に,名 称を財団法人日本情報処理開発協会 と変

更することになった。

また,会 長には経済団体連合会名誉会長,植 村甲午郎

氏が就任した。

なお,従 来か らの当財団の英文名略称"JIPDEC"に

は変更はない。

〈IRIA情 報 処 理 国 際会 議 に代 表 を派 遣 〉

当 財 団 は 吉 田専 務 理 事,お よ び 山鳥 調 査 課 長 代 理 を,

3月16,17日 に フ ラ ンス のIRIA(lnstitutdeRecherche

d'Infomatiqueetd/Automatique)主 催 で 開 催 され る

「情 報 処 理 分 野 に お け る政 府 関 係 代 表機 関 に よ る国 際会

議 」(MeetingoftheInformalGroupofDirectorsof

NationalInformaticsInstitutes)に 派 遣 す る こ とに な

った 。

この 会 議 に お け る議 題 は:

● これ か らの 同 会 議 に お け る各 国代 表 機 関 の 協 力 体 制

● ワー キ ング ・セ ッシ ョン

ー公 共機 関 に お け る情 報 処 理分 野 のR&Dの 現 状

－EDP要 員 教 育

一 コン ピ ュー タ ・シ ス テ ムに お け るセ キ ュ リテ ィ

な どで あ る。

〈 トップ ・セ ミ ナ ー 開催 〉

当財 団 で は毎 年,官 公 庁 お よ び 関係 諸 団体 の トップ層

を対 象 に,コ ン ピ ュー タ とそ の利 用 に つ い て の基 本 的な

知識 概 念 の 習得 を 目 的 とし た,コ ン ピ ュー タ ・トッ プ・

セ ミナー を 開 催 し て い るが本 年 度 の第2回 セ ミナ ーが,

1月21日 ～23日 に18名 の参 加 者 を得 て行 な われ た。

〈シンポジウム開催〉

当財団で実施している調査,研 究等の事業の成果発表

をかねてつ ぎのとおり情報処理に関するシンポジウムを

開催した。

帷 地 ・ 時 会 場1簸

東京

昭和50年12月16日(火)

10時 ～15時

昭 和50年12月17日(水)

10時30分 ～16時

機械振興会館

地下2階 ホール

約

400名

福岡

昭和51年1月28日(水)
10時30分 ～15時

昭和51年1月29日(木)
10時30分 ～16時

福岡商工会議所

5階特別会議室

約

100名

大阪

昭 和51年2月4日(水)
10時30分 ～15時

昭 和51年2月5日(木)
10時30分 ～16時

大阪府商工会館

7階第2講 堂

約

200名

業縁.ぷ

パ マニ三
品㌶ ぷ,

　

懸藤轟

写真 大阪会場 にお けるシ ンポジウムの もよ う

〈人事異動〉

○新 任(昭 和51年2月10日 付)

技術調査部技術課長 工 藤 直 矢

○退 職(昭 和51年1月30日 付)

前技術調査部技術課長 石 出 鼻

●
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〆

●

1-・ 一 ・一 ー一 ・一 ・-t-・ 一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ー一 ・・お ね が い ・一 ・"・-t-t-・-t-・一 ・一 一 ・一 ・一 ・一 一 ・一 ・一 ・「

ll

ii

ii

i毎 号JIPDECジ ャ ー ナ ル を,お 送 り し て お り ま す が,封 筒 記 載 宛 先(住 所,社 名,部 課i

l名 ・役職 ・氏名等)に 変更があ胤 たら・お手数ですが下記まではがきでご連絡下さいま;

iす ようお願いいたします。:
ll

ii

ii

:●105東 京都港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館内i
li

i綴 目榊 鞭 醐 醐 会技欄 査絋 報課l
li
lI

海 外 の トピ ッ クス を紹 介 す る海 外 情 報 イ ン デ ッ ク スを毎 月1回 発 行(無 料)し て お ります の で,

当財 団調 査 課 〔TEL(03)434-8211(内 線539)〕 まで ご連 絡 くだ さ い。

ご希望の方 は,
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